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͡ΊʹʢຊϚχϡΞϧͷҐஔ͚ͮʣ

　愛がΜ動物用飼料（ҎԼ、ペットフード）に関すΔ๏ྩは、愛がΜ動
物用飼料の安全ੑの֬อに関すΔ๏（ҎԼ、ペットフード安全๏）が
͋り·すが、・ൢചに͔͔Δ基४・֨نͱͯ͠、「安全ͳࡐݪ料
Λ用す͖」ͱ͍͏事はࡌهされ͍ͯΔものの、ࡐݪ料ͦのものの
ํ๏に͍ͭͯは۩ମతにنఆされ͍ͯͳ͍のがݱঢ়です。
　協議会は、ペットの݈߁ΛकΔたΊにも、ペットフードࡐݪ料ͱ
ͯ͠のジビエ（ҎԼ、ジビエペットフードݪ料）に関ͯ͠も、৯用（ਓ用）
ͱಉ༷に安৺・安全の֬อがඞཁで͋Δͱ͑ߟ·す。
　本マニュアルは๏ྩではͳ͍ものの、ジビエペットフードの利用ଅ
進に関すΔ関ऀで作成͠た、Ϟσルͱす͖、ジビエペットフード
。すΔものですࡌه๏Λํ料のӴੜతॲ理加ݪ
　安৺・安全ͳペットフードΛڅڙすΔたΊ、ジビエペットフードݪ
料ΛすΔジビエॲ理ࢪઃฒͼにジビエペットフードݪ料Λೖれ
ΔペットフードϝーΧーにも༰Λ͝理ղ͚れͱ͍ࢥ·す。
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ʪຊϚχϡΞϧでݴ͏༿ʫ

　本マニュアルで対ͱすΔ「ペットフード」は、ݘ、ೣの৯事ͱす
Δものͱ͠·す。·た、ジビエͱはࠃでั֫、ॲ理されΔニϗϯジ
Χ、ΠϊγγΛࢦす͜ͱͱ͠·す。（本དྷの「ジビエ」ͱは、フϥϯε
Λظ࣌֫ั、一ൠతにۙ࠷すが、本では·͠ࢦのङྌ鳥獣Λظでྌޠ
Θͳ͍ੜ鳥獣Λࢦすよ͏にͳͬたので、ͦれにͳΒ͏ものͱ͍ͯ͠·
す）。

・ジビエॲ理ࢪઃʜΠϊγγγΧのղମॲ理Λࢪ͏ߦઃ。

・�ް ࿑省ΨΠドϥΠϯʜްੜ࿑ಇ省が作成͠た「ੜ鳥獣のӴੜ管
理に関すΔࢦ（ΨΠドϥΠϯ）」。

・�Χϥーアトϥεʜ上ްه࿑省ΨΠドϥΠϯのผࢿࢴ料。ਖ਼ৗ �ҟৗ
ͳΠϊγγ、γΧのଁのࣸਅがࡌܝされ͍ͯΔ。

˞本マニュアルに͓͍ͯは「ख作りフード用ੜ（ੜのঢ়ଶで飼͍ओ
のखにಧ͖、飼͍ओが加調理すΔ）」Λআ͖、基本తに加によ
り加͠たものΛ「ジビエペットフード」、ͦのݪ料Λ「ジビエペッ
トフードݪ料」ͱ͠ࡌه·す。

ジビエϖοτϑーυݪ料（肉、ଁ、ࠎ） ジビエϖοτϑーυ



消費者（ペット）や、ジビエ処理施設にとって、「ジビエペットフー
ド」からどのようなメリットを得られるか、どのようなジビエが
ペットフード原料に適するかを解説します。

１第 章
「ジビエペットフード」の役割
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ফඅ ʢऀϖοτʣͷϝϦοτ

　「ジビエ」ͱฉ͘ͱフϥϯε料理ཬࢁの໊ޫ؍物ͱ͍͏Πϝージが͋り·
すが、ڇಲにൺͯߴ・࣭ࢷたΜͺ͘で、మͳͲ༷ʑͳӫཆに༏れ͍ͯ
Δ͜ͱ͔Β、アεϦートがຖのମͮ͘りに活用すΔ৯ࡐͱͯ͠もされͯ
͖͍ͯ·す。
　·た、ಛにγΧの「࣭ࢷ」ͱ͍͏ಛは、ࢷが
ଟ͍ͱෆదで͋Δペットフードのૉࡐにもద͓ͯ͠
り、ジϟーΩーΛは͡Ίͱͯ͠、総合ӫཆ৯Σッ
トフード、༷ʑͳΛペットγϣッϓで͚͔ݟΔよ͏にͳり·͠た。ӫ
ཆ໘͚ͩでͳ͘、ܲڇがମ࣭に合Θͳ͍ペットのたΜͺ͘ݯͱͯ͠も
ΛूΊ͍ͯ·す。
　ࣗવのதでҭͬたΠϊγγγΧは、「100％メイドインジャパン」の৯ࡐ
ͱͯ͠、ਓの৯用͚ͩでͳ͘、ペットフードのࡐ料に͓͍ͯも、より͘活用
されΔ͜ͱがظされ·す。

１

ୈ̍ষʮδϏΤϖοτϑʔυʯͷׂ

日本の植物・果実

野生動物野生動物

何を食べている？

家畜家畜

海外からの輸入飼料

ビタミン

100% 
made in 
Japan

野生 vs 飼育

山の中を自由に どこで生活している？ 畜舎や放牧場

鹿肉： ニホンジカ、赤肉、生　　　　牛肉：和牛肉（サーロイン）、赤肉、生
猪肉：肉、脂身つき、生　　　　　　豚肉：大型種肉（肩ロース）、脂身つき、生

餌や病歴など
全てを把握できる

出典：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版（八訂） 」

※100g あたり（mg)

ジビエの栄養

0.20

0.07

0.35

0.17

0.60
0.35

エネルギー
生成！

お肌や毛の
再生

アミノ酸
代謝の補助

鹿肉　　　牛肉 鹿肉　　　牛肉 鹿肉　　　牛肉

B1 B2 B6

高たんぱく・低脂質

鉄分豊富

エネルギー (kcal)

たんぱく質 (g)

脂質 (g)

鉄分 (mg)

119

23.9

4.0

3.9

294

17.1

25.8

2.0

244

18.8

19.8

2.5

237

17.1

19.2

0.6

鹿肉 　牛肉　 猪肉　 豚肉

（100g あたり）
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δϏΤॲཧࢪઃͷϝϦοτ

ΠϊγγγΧのղମॲ理Λ͏ߦジビエॲ理ࢪઃは、被害防止のたΊのั֫
಄の૿加に͍૿͓͑ͯり、2021年ੜ鳥獣ݯࢿ利用࣮ଶ調査では全ࠃ
に734ࢪઃ͋Δͱされ͍ͯ·す（農林水産省)1より）。ジビエॲ理ࢪઃに͓͍
ͯ2021年にॲ理されたジビエのྔは2127トϯで͋り、2016年ͱൺͯ
1�7ഒに૿加͍ͯ͠·す。ͦの͏ͪ、ペットフードのׂ合は30�8ˋ（2021年）
ͱͳり、2016年の11�7ˋ͔Β３ഒఔ૿͍͑ͯ·す。͜れは、ίϩφՒの
Өڹにより、֎৯産業がӨڹΛड͚た一ํ
で、ຖの৯事で͋Δペットフードͱൢ
ചઌΛ֦େ͠たࢪઃがଟ͋ͬ͘た͜ͱが
ཁҼͱ͑ߟΒれ·す。
　͜れΒのঢ়͔گΒも、ジビエॲ理ࢪઃが
৯用（ਓ用）に加͑ペットフードにऔΉ
͜ͱで、ԼهのϝϦットがظされ·す。

⹅δビΤϖοτϑʔυʹऔΉϝϦοτʢྫʣ
⾣৯ॲ理のதでൃੜすΔ෭産物（ଁ、ࠎ）の活用ͱᕓ
。がで͖Δݮܰ

⾣ਓؒのᅂͱ合Θͣ৯用にదさͳ͍ݸମ（ࢷෆのՆΠϊγγ、์݂ෆ・ੑ
षが͋Δݸମ）Λ活用で͖Δ。·た、ࢷがগͳ͍͜ͱはペットフードに
ͱͬͯは࠷దで͋Δ。

⾣৯用ͱペット用、ൢ࿏のଟ༷ԽによりܦӦϦεΫのܰݮΛਤれΔ。
ͬ·εトッΫϙΠϯト͔Βऩू͠、·ͱ֤、ޙମΛൖೖ・ྫྷౚ͠たݸ֫ั⾣
たྔΛղମすΔ͜ͱで、作業ޮがେ͖͘上すΔ。

２
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（出典：野生ௗ्ݯࢿར༻実ଶௐࠪ）
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ϖοτϑʔυݪྉʹద͢ΔδϏΤʹ͍ͭͯ

　農業被害防止のతでั֫͠たγΧΠϊγγは、ݯࢿͱͯ͠利活用す
Δ、͠ͳ͍に関ΘΒͣ、దͳํ๏でॲ理すΔ͜ͱにͳり·す。ั֫ݸମΛ
֎にͦの··์ஔすΔ͜ͱは「鳥獣のอٴޢͼ管理ฒͼにङྌのదਖ਼Խに関す
Δ๏」でݪଇې止され͍ͯ·す。·た、ั֫ݸମΛੜ活環境上Өڹがੜ͡Δ
よ͏ͳॲ理Λͬߦた合は、「ഇغ物のॲ理ٴͼਗ਼に関すΔ๏」に৮す
ΔՄੑも͋り·す。
　ั֫͠たΠϊγγ、γΧに͍ͭͯ、͍た໋Λ全ͯ活用すΔ͜ͱが理では
͋り·すが、ࡐ料ͱͯ͠のదੑが͋ΔたΊ、৯用にͳΔもの、ペットフードݪ
料にͳΔもの、ͲͪΒにも͑ͳ͍ものがൃੜ͠·す。
　本マニュアルでは、衛生的に問題が無いものの、人間の嗜好（味の好み）と
合わず食用に適さないジビエをペットフード原料として活用する͜ͱΛ推͠
·す。

ʪ食肉にかな͍ジビエのϖοτϑーυݪ料ͱ͠てのద൱ʫ
食༻（ਓ༻）にかな͍ ϖοτϑーυݪ料のద・ෆద

、ෆのՆΠϊγγࢷ
༮獣（Ϧ） 。ద࠷料ͱͯ͠ݪがগͳ͍͜ͱはペットフードࢷ

์݂ෆのݸମ෦Ґ（Θͳに͔
͔ͬた）、ੑषが͋Δݸମ 　ペットのᅂにはӨڹがগͳ͍たΊద。

ൖೖにؒ࣌が͔͔ͬたݸମ
͖݅
ジビエॲ理ࢪઃのルールでܾΊΒれたൖೖؒ࣌Λ
͑たものの、Ӵੜతにはがͳ͍ݸମで͋れద。

のεトϨεにより࣭に࣌֫ั
Өڹが͋ͬた（%'%、14&）

　৭ຯอ水ੑに͚ܽ、৯用にෆదͱͳΔ͜ͱ
が͋Δが、Ӵੜతにͳ͍ものはద。

ෆਓؾ෦Ґ、ࡐ 　トϦϛϯάࡐചれに͍͘෦Ґ。Ӵੜతに
ͳ͍ものはద。

Ҏ֎の෭産物（ଁ、ࠎ）
͖݅
ଁに͍ͭͯはҟৗがͳ͘、Ӵੜతにͳ͍も
のはద。（ଁの利用に関ͯ͠は、30ページࢀর）

ମݸ͍ͯ͠たࢮに࣌ݟൃ ×　利用ෆՄ。
༨ͳࢷ 。料にはෆదݪはペットフードࢷ　×

３
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ʪࡂྗࢠݪରࡦಛผાஔ๏にͮجく食品にؔ͢る出ՙ੍ݶにつ͍てʫ
（農林水産省)1「ペットフード安全๏�に関すΔ2�"」より）

̦�ɽࡂྗࢠݪ害対策ಛผાஔ๏に基͖ͮ৯に関すΔग़ՙ੍ݶがͳされ͍ͯΔੜ
のγΧΠϊγγのΛペットフードのݪ料ͱͯ͠用で͖·す͔。
̖�ɽペットフード安全๏では、ペットフードのํ๏の基४ͱͯ͠「༗害ͳ物࣭
ΛؚΈ、ए͘͠はපݪඍੜ物によりԚછされ、ຢは͜れΒの͍ٙが͋Δࡐݪ料Λ
用͍ͯはͳΒͳ͍」ͱఆΊ͍ͯ·す。
　�　৯ͱͯ͠のग़ՙ੍ݶがͳされ͍ͯΔγΧΠϊγγのは、「༗害ͳ物࣭Λ
ؚΉ͍ٙが͋Δࡐݪ料」に૬すΔͱ͑ߟΒれ·すので、ペットフードのݪ料ͱ
ͯ͠の用はͩͯ͑͘߇さ͍。

ϖοτϑʔυ༻ͳΒどんͳで͑る？

　「ペットフードݪ料Λ加ͯ͠ペットフードΛすΔの͔ͩΒ、ͲΜͳ
でも͍͍ͩΖ͏」ͱͯ͑͠ߟ·͍ͦ͏ですが、ペットフードのछྨによͬͯ、
加Թ加ؒ࣌がҟͳΔたΊ、加ڧがΊのペットフードΛ͠た
合、࠷ऴに৯தಟەͳͲがͯͬ͠·͏Մੑが͋り·す。·た「ժ๔」
Λͭ͘り100ˆఔの加ではࢮ໓͠ͳ͍ەࡉも͍·す。Ͳのよ͏ͳաఔで、
Ͳのよ͏ͳ加・加がされΔݪ料ͳの͔、ͱ͍͏ࢹでのӴੜ管理がඞཁに
ͳり·す。「ୈ３ষ　ペットフードݪ料のղମॲ理のϙΠϯト」（125）も͝ࢀ
রͩ͘さ͍。

×
ΠϊγγγΧがੜ͖͍ͯた࣌のऔりڍ動
にҟৗがແ͍͔ΛνΣッΫすΔඞཁが͋Δた
Ί、ൃ࣌ݟにࢮ͍ͯ͠たݸମは৯用にもペッ
トフード用にも利用で͖·ͤΜ。

ʪ͑ͳ͍ݸମのྫʫ
・交௨事ނͳͲでࢮ͍ͯ͠たݸମ
・�ωットࡤに͔Β·りࢮ͠たঢ়ଶでͭݟ
͔ͬたݸମ
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⹅δビΤϖοτϑʔυʹؔ͢るফඅऀҙࣝ
ঢ়でのジビエペットフードの関৺消費ऀのҙࣝΛΔたΊ、一ൠの飼ݱ　
͍ओのํアϯέートΛ࣮͠ࢪ·͠た。
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ジビエϖοτϑーυߪ入ݧܦ「ある」ճऀの
入͠たཧ由ߪ

「Βͳ͔ͬた͔Βങͬた͜
ͱがͳ͍」ͱ͍͏ճऀがଟ
͍
1FU തͱ͍͏、ײߴͳ
飼͍ओがଟ͘ࢀ加すΔΠϕϯ
トで͋ͬͯも、Βͳ͍ํが
·ͩଟ͍。ジビエペットフー
ドのചりઌは、·ͩのͼ͠Ζ
が͋ΔͱࢥΘれΔ。

ʪアンέーτରऀ：1FU ത2023ԣ　ճऀ968໊（དྷ場ऀ1ສ5ઍ໊）ʫ

ʪジビエϖοτϑーυ
༗ແのׂ߹ʫݧܦ入ߪ
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ジビエϖοτϑーυߪ入ݧܦ「な͍」ճऀの
入͠たཧ由ߪ

ঁੑがଟ͍ 40、50代がଟ͍
ࢠҭͯがऴΘり、ペットに愛Λ͙ํがଟ͍ʁ
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目指すべきジビエの「四方よし」の提案

　ジビエॲ理ࢪઃが全ࠃに૿͍͑ͯΔ一ํ、獣害対策Ҭ振興ͳͲ、༷ʑ
ͳతୡ成ΛٻΊΒれΔが͋り、ࢦすํΛ͜͏ࣦݟͱがଟʑ͋り·
す。作ͬたࢪઃがҬのにཱͪ、͘ଓ͚͍͚ͯΔたΊにはҎԼに͍ͭͯ
。ඞཁが͋り·す͓ͯ͑͘ߟ
　·ͣ、ۙ年औ·れ͍ͯΔジビエ利用は、獣害対策の一環で࣮ࢪされΔั
֫によりൃੜすΔݸମのॲ理Λతにελート͠·͠た。ͦのたΊ、獣害対
策（捕獲の継続）に役立つ͜ͱが࠷༏ઌのతͱͳり·す。ั֫ऀがジビエॲ
理ࢪઃにั֫ݸମΛܧଓͯ͠ൖೖͯ͘͠れΔよ͏にすΔたΊには、ใ金に
པΒͣジビエॲ理ࢪઃがదਖ਼ͳՁ֨でങ͍औれΔମ੍ͮ͘りが理です。ั
ั、ମΛジビエͱͯ͠利用͠、のച上によͬͯั֫ऀがऩೖΛಘΒれݸ֫
֫がܧଓすΔ͜ͱで、被害防止にܨがΔ、ͱ͍͏αΠΫルがඪの࢟ͱ͍͑
·す。
　一ํで、ジビエॲ理ࢪઃが利ӹΛಘΔたΊに、Ӵੜ管理ഇغ物ॲ理の๏
ྩΛແͯ͠ࢹίεトݮΛ͜͏ߦͱは、周辺の環境、人やペットといった消
費者の食の安全と健康Λ͔ڴすڪれが͋り·す。
　ͦのたΊ、より͍ߴ金ֹでั֫ऀにݸମ費用Λ支͍ͭͭ、๏ྩ९कでジ
ビエॲ理ࢪઃのӡӦΛܧଓすΔたΊには、商品（ジビエ）が適切な価格で取引
される必要があり、ペットフードメーカーや消費者の理解が必要になります。

ίϥϜ

「四方よし」で
持続可能なジビエ活用

被害防止につながる
・捕獲を続けられる
・地域の役に立つ

１

ジビエ処理施設が維持できる
・採算◎
・生活できる収入で働ける

２

消費者が求める
・衛生的
・おいしい（肉質）

３

環境への影響が少ない
・適正な処理（廃棄物）
・シカの保護管理

４

→すべてをクリアしていくことで
持続可能な取組になり、
地域の役に立つジビエ処理施設となる



�

ϖοτϑʔυͷൢച୯Ձʹͭいて

は͍୯Ձでऔ（ڇ、ಲ、ܲ）料ݪঢ়では、一ൠతにペットフード用のݱ　
Ҿされ͓ͯり、ジビエもͦのՁ֨ଳに͍ۙ୯ՁでऔҾされ͍ͯΔ事ྫも͋り·
す。෭産物৯用にదさͳ͍ͱは͍͑、୯Ձが作業にݟ合͏͔Ͳ͏͔、ݕ౼
͓ͯ͘͠ඞཁが͋り·す。

⹅δビΤॲཧࢪઃӡӦɺࢉࢼͷྫʢؒ���಄ॲཧʣ

収

入

肉୯Ձᶃʜ300ԁ �kg 肉୯Ձᶄʜ600ԁ �kg 肉୯Ձᶅʜ1800ԁ �kg

10LH� ಄ʷ400಄ʷᶃ
ʹ120ສԁ

10LH� ಄ʷ400಄ʷᶄ
ʹ224ສԁ

10LH� ಄ʷ400಄ʷᶅ
ʹ724ສԁ

支
出

�ᕓॲ理費：20LH ಄ʷ130ԁ �LH ʷ400಄ʹ104ສԁ
ӡ　Ӧ　費：10ສԁ �月ʷ12͔月ʹ120ສԁ　　　　ʜࢧ出224ܭສԁ

収
支

ʵ104ສԁ
改ળは͔ͳり͍͠ݫ

ʴ24ສԁ
ਓ݅費がग़ͤͳ͍

ʴ500ສԁ
ੜ活で͖ΔϥΠϯ࠷

˞ӡӦ費はޫ費、消Λఆ͠、月10ສԁͱԾఆ。ਓ݅費はؚ·ͳ͍。
˞̍ਓでӡӦすΔͱͯ͠、年ؒ400಄（γΧ）Λఆ。
˞ジビエॲ理ࢪઃのΠニγϟルίεトがແ͍ものͱԾఆ͍ͯ͠Δ。
˞γΧのาཹ·り事ྫ（ͻΐ͏͝γΧ活用ΨΠドϥΠϯࡌܝ）より、γΧ̍಄のฏۉମॏ
30LH、ղମาཹ·りଁ10LH、ࠎ಄ൽ10LH、ਖ਼10LH ͔Β、γΧ̍಄͋たりのΛ
10LH、ᕓΛ20LH ͱԾఆ͠た。

ઃのै業һのऩೖがੜ活͍ͯ͘͠上でेͳ水४でͳࢪでもジビエॲ理࠷　
͍ͱ、ઌड़の「ํ࢛よ͠」は͍·ͤΜ。
　Ձ֨ΛԼ͛れൢചྔは૿͑·すが、安Ձでେྔの作業Λ͍ͯͬ͘ߦͱै事
ऀのϞνϕーγϣϯҡ࣋が͘͠、物理తにもஸೡͳ作業ΛすΔ༨༟Λ͖ܽ、
Ӵੜঢ়ଶͳͲ࣭がѱԽすΔڪれが͋り·す。
　·た、安͍Ձ֨に合Θͤよ͏ͱίεトΛԼ͛ΔたΊにෆ๏غΛͬߦた
り、ӴੜίεトΛݮすΔͱ、Ҭの環境ѱӨڹΛ༩͑たり、ݥةͳがྲྀ
௨すΔ͜ͱにͳり、ジビエ全ମの৴用ࣦにͭͳがΔڪれが͋り·す。
、すΔたΊにはݱଓՄͳ獣害対策、Ҭͮ͘りのたΊのジビエ活用Λ࣮࣋　
ジビエの単価を適正な価格に設定していく必要があります。



ジビエペットフード原料に関して解説する前段として、ペット
フードに関する一般的知識やジビエペットフードの現状と注意点
について解説します。

２第 章
ペットフードに関する知識
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มԽ͢Δফඅ ʢऀ͍ࣂओʣͷҙࣝ

⹅ϖοτϑʔυͷྺ࢙
　ੈք࠷初の業తϨϕルのペットフードͱͯ͠հされΔ͜ͱがଟ͍もの
に、1860年にΠΪϦεで事業Խされたݘ用のビεέットが͋り·す。ͦのの
ͪ、アϝϦΧΛத৺にペットフード産業がൃల͠、1922年には٧؈ドッάフー
ド、1927年にはドϥΠドッάフードがੜ͠·͠た。1950年代にͳΔͱ、
ドッάフードがେྔੜ産されΔよ͏にͳり、ペットフード産業が֬ݻͱ͠た
ҐΛங͖·͠た。
　ドッάフードに͍ͩͿれͯ、Ωϟットフードの։ൃもߦΘれΔよ͏にͳり
·͠た。初ظのΩϟットフードͱͯ͠、٧؈でग़されΔڕᕓΛ利用͠
た1950年代のがΒれ͍ͯ·す。͔͠͠、ೣのӫཆੜ理తͳಛੑが໌Β
͔にされΔ·では、ドッάフードΛͦの··Ωϟットフードにస用すΔものが
ଟ͋͘り·͠た。1960年代にೖΔͱ、ೣにͱͬͯඞਢͳλϦϯΛڧԽすΔ
ͳͲ、ೣ用にಛԽ͠たペットフードがొすΔよ͏にͳり·͠た。
　一ํ本では、ペットフードがΠΪϦεでੜ͔ͯ͠Βͪΐ͏Ͳ100年ޙの
1960年代にͳͬͯ、よ͏͘業తنでのが࢝·り·͠た。ͦれ·で
は、本でのݘೣの㕒は、ਓの৯͠（൧）がओମで、গͳ͍飼͍ओ
が༌ೖペットフードΛ利用すΔͱ͍͏ঢ়گで͠た。

1860年 ΠΪϦεで࠷初のドッάフード事業Խ
1922年 アϝϦΧで٧؈ドッάフードൃച
1927年 アϝϦΧでドϥΠドッάフードൃച
1950年代 アϝϦΧでೣ用٧ൃ؈ച
1960年 本でࠃ産初のドッάフードൃച
1973年 本で動物愛ޢ管理๏が੍ఆ
2009年 本でペットフード安全๏がߦࢪ

１

ୈ̎ষϖοτϑʔυʹؔ͢Δࣝ
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൧͔Βͷ٫ɺχʔζͷଟ༷Խ⹅
　本では1970年代ࠒ·では、͍ΘΏΔ「Ͷ͜·Μ·」「ݘ൧」ͱݺれ
Δものが、ݘೣに༩͑ΒれΔ͜ͱがଟ͔ͬたよ͏です。͔͠͠、͜れΒはӫ
ཆֶతにはඇৗにශऑͳ৯㕒で͋ͬたͱ͑ݴΔで͠ΐ͏。ถ൧にຯḩोΛ͔͚
た͚ͩの「Ͷ͜·Μ·」は、৯動物ΛݯىͱすΔݘೣにͱͬͯॏཁͳたΜ
ͺ࣭͘が͘͠、ඞཁੑの͍水Խ物がओମͱͳ͍ͬͯ·す。·た、λϦ
ϯͳͲのඞਢӫཆ成が͚ܽ、Ԙが͍ߴͱ͍͏も͋り·͠た。さΒに、
ਓの൧には、ωΪதಟΛ͜ىすՄੑが͋ΔωΪྨͳͲݘೣに༩͑Δ͖
ではͳ͍ものもؚ·れ͍ͯ·す。
　初ظのペットフードは、ݘೣの݈߁Λҡ࣋で͖Δよ͏ͳӫཆૉతにόϥϯ
εのͱれた（総合ӫཆ৯）の։ൃにओ؟がஔ͔れ͍ͯ·͠た。ͦのޙ、「よ
り݈߁త」ͱ͔、「よりඒຯ͍͠」ͱ͍ͬた付加Ձの͍ߴペットフードがٻ
ΊΒれΔよ͏にͳり·͠た。ۙ年のペットフード業քに͓͚Δ։ൃઓུは、多
様な消費者（飼い主）のニーズに対応すΔよ͏にͳ͍ͬͯ·す。খݘܕԽ、ߴ
ྸԽ、室飼ҭͱ͍ͬたঢ়گが進Ήத、付加Ձの͍ߴの։ൃがߦΘれͯ
͍·す。͓ͭͳͲίϛュニέーγϣϯπールͱͯ͠のペットフードも、େ͖
͘市Λ֦େ͍ͯ͠·す。

おやつでίミϡニέーγϣン

飼͍ओのख࡞りϑーυ

1FU ത2023ԣのདྷ場ऀ
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イマドキのペットとの暮らし方

ೣΛ室で飼ҭすΔՈఉはׂ̕Λ͓͑ͯり、ੲͳがΒのՈの֎にஔݘ　
͍たݘখで飼ҭすΔͱ͍͏Ոఉはগͱͳり·͠た（ペットフード協会「ྩ
̐年全ೣݘࠃ飼ҭ࣮ଶ調査」より）。
　さΒに、ペットの飼ҭにより、ੜ活の༊͠安Β͗、愛Λ͔͚ͯੈ話Λ
すΔ対ΛٻΊ͍ͯΔ飼͍ओがଟ͘、家族のように大切な存在で͋Δͱ͑ߟ
͍ͯΔํがଟ͍よ͏です。

˔ ジビエϖοτϑーυにؔ͢る飼育ऀのίϝンτ
で͋り、よりよ͍৯事Λ༩͑た͍のでジビエペットフードΛબࢠはΘがݘ・
Μで͍Δ。
・৯Δͱؾݩにͳͬたͱ͍ͯ͡ײΔが、ੜのものͳのでͲのよ͏ͳͳ
の͔が৺。
・ࣗが安৺で͖Δࢪઃが作͍ͬͯΔフードΛങ͍ͬͯΔ。ペットフードは
͓ళωットに͋ࢁΔが、Ͳれが安全でͲれがͦ͏でͳ͍͔が͔Βͳ
͍。
・ペットは話す͜ͱがで͖ͳ͍ので、ՈがΛͯͬ࣋、安৺・安全ͳも
のΛ৯さͤͯ͋͛た͍。

˞1FU ത2023ԣで協議会が࣮͠ࢪたアϯέート݁Ռより（一෦ൈਮ）。

ίϥϜ



��

ϖοτϑʔυ҆શ๏ͬͯͲΜͳ๏ʁ

⹅๏උͷܦҢ
　ペットΛऔり͘ר環境は、本で業ͱͯ͠ペットフードがੜ͠た
1960年࣌ͱは、େ͖͘ҟͳΔよ͏にͳり·͠た。「家族の一員」となった犬
や猫たちが食するペットフードの安全性に対する関心も大きく高まりました。
2007年３月に、アϝϦΧでதࠃ産২物ੑたΜͺ࣭͘Λ用͍ͯされた
ペットフードがݪҼͱͳΔݘೣのେنͳ݈߁被害がൃੜ
͠·͠た。͜れは、২物ੑたΜͺ࣭͘のϝϥϛϯ（ϓϥενッ
Ϋݪ料）のࠞೖにより͖ى·͠た。本でも、ಉ͜͡Ζに༗害
物࣭でԚછされたペットフードのϦίールͳͲのが͖ى
·͠た。
　͜のよ͏ͳঢ়گΛഎܠͱͯ͠、2007年̔月に農林水産省ͱ環境省が合ಉで、
༗ࣝऀによΔ「ペットフードの安全֬อに関すΔڀݚ会」Λઃஔ͠·͠た。͜
͜では、ペットフードの安全ੑはطଘの๏ྩでは֬อで͖ͳ͍たΊ、৽たͳ๏
され·͠た。͜れΛड͚ͯ、「愛がΜ動物用飼料の安全ੑのݴがඞཁͱఏ੍ن
֬อに関すΔ๏」が੍ఆされ·͠た。͜の๏が「ペットフード安全๏」ͱ
。され·͠たߦࢪれΔもので、2008年にެ、2009年にݺ

⹅ϖοτϑʔυ҆શ๏ͷ֓ཁ
　ペットフード安全๏により、ࠃはペットフードの基४֨نΛઃఆすΔ͜ͱ
がで͖Δよ͏にͳり、༗害ͳ物࣭ΛؚΉペットフードのൢചの防止がՄ
ͱͳͬたҙٛは、ඇৗにେ͖͍で͠ΐ͏。ҎԼに、͜の๏のϙΠϯトΛ͋
͛·す。

・ఆΊΒれた֨ن・ํ๏に合க͠ͳ͍合ののې止ાஔ
・໊শ、ࡐݪ料໊、ຯݶظ、事業ऀ໊・住所、ݪ産໊ࠃの表ࣔٛ
・ペットフードの༌ೖ業ऀ͓よͼ業ऀのಧग़ٛ
・業ऀによΔ༌ೖ、、ൢചのه（ா）ٛ
・༗害物࣭のࠞೖに対すΔඞཁͳાஔ（ې止、ഇغ）໋ྩ
ࢪ査の࣮ݕऩཱೖࠂによΔ業ऀ͔Βのใߦ・

２
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ʪ成分֨نʫ ※ج४はਫྔΛ��ˋͱͯ͠ઃఆさΕͨͷ。
分　ྨ 物　質　 ఆΊるྔ（Жg�g）

ఴ加物
エトΩγΩϯ・#)"・#)5 150（合ྔܭ）ݘ用に͋たͬͯは、エ

トΩγΩϯ75ҎԼ
ѥࢎφトϦϜ 100

農　薬

άϦϗαート 15
ΫϩルϐϦϗεϝνル 10
ϐϦϛϗεϝνル 2
マϥνΦϯ 10
ϝλϛドϗε 0�2

Ԛછ物࣭˞

アフϥトΩγϯ#1 0�02
σΦΩγニόϨϊール 1（ೣ用）、（用ݘ）2
ΧドϛϜ 1
Ԗ 3
ແ機ᛜૉ 2
#)$ 0�01
%%5 0�1
アルドϦϯ・σΟルドϦϯ 0�01
エϯドϦϯ 0�01
ϔϓλΫϩル・ϔϓλΫϩルエϙΩγド 0�01

ͦのଞ ϝϥϛϯ 2�5
˞Ԛછ物࣭：環境தにଘすΔ物࣭で͋ͬͯ、ҙਤͤͣ愛玩動物用飼料தにؚ·れΔものΛ͍͏。

ʪํ๏ج準ʫ
分　ྨ 物質໊ 準　ج

༗害ඍੜ物 ༗害ඍੜ物全ൠ
加͠、ຢはס૩すΔ合は、ࡐݪ料に༝དྷ͠、͔ͭ
ൃҭ͑͠Δඍੜ物ΛআڈすΔのにेͳޮྗΛ༗すΔํ
๏で͜͏ߦͱ。

料全ൠݪ ͦのଞ༗害物࣭ ༗害ͳ物࣭ΛؚΈ、も͘͠はපݪඍੜ物によりԚછされ、
·たは͜れΒの͍ٙが͋Δࡐݪ料Λ用͍ͯはͳΒͳ͍。

ఴ加物 ϓϩϐϨϯάϦίール ೣ用に用͍ͯはͳΒͳ͍。

ジビエ͔ͩΒͦ͜
ཁҙʂ

ジビエでは
ಛにҙʂ

F o o d

k g
1k g g

18

12

P C a A B C

A B C
000 0000 1 1

2023

ʪ表ࣔج準ʫ

※ຯݶظは、Պֶత、߹ཧతࠜڌʢࣗࣾ͋Δいは֎෦ؔػにΑΔอଘݧࢼʣにͮج
͖ઃఆ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢。
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ϖοτϑʔυදࣔͷҙ

　େͳՈで͋Δペットの݈߁Λ͍ݣؾ、ӫཆ໘ͳͲ、付加Ձの͍ߴペッ
トフードに対すΔニーζがߴ·͍ͬͯ·す。ΘれΘれਓؒがઁऔすΔ৯で
は、機ੑ৯が๏తにఆΊΒれ͓ͯり、ಛఆอ݈用৯（トΫϗ）機ੑ
表ࣔ৯の表ࣔΛ͠たが͋り·すが、ペットフードに関ͯ͠はݱঢ়、ͦの
よ͏ͳΈは͋り·ͤΜ。
　ペットフードの༰ثแ、8FCのࠂに͓͍ͯ、ペットフードの表
合、「˓˓පにޮ͘」、「ඒ͍͠ໟԒΛଋ͠·す」のよ͏͏ߦઆ໌Λ、ه
に改ળΛᨳ͏ͱ、「ҩ薬、ҩྍ機ثの࣭、༗ޮੑٴͼ安全ੑの֬อに
関すΔ๏（ҩ薬ҩྍ機ث๏）」に৮すΔ表هͱͳΔ͜ͱが͋り·す。ペッ
トフードެਖ਼औҾ協議会が作成͠たΨΠドϥΠϯΛߟࢀに、దͳ表ݱで
ペットフードの表ࣔΛ͍ͯͬ͘͜ߦͱがඞཁです。

（ߟࢀ）
ペットフードに͓͚Δ薬事表ݱに関すΔΨΠドϥΠϯ（ペットフードެਖ਼औҾ協議会）
IUUQT���Q⒎�UB�PSH�IZPVKJ�HVJEFMJOFT�IUNM
ペットフードにࡌهすΔ表هに͍ͭͯ「ҩ薬ҩྍ機ث๏」に৮すΔ͔Ͳ͏
͔Λղઆ͍ͯ͠Δ。
ྫ）
ʷෆద表ࣔྫ：関અΛৎにすΔ。ඒ͍͠ໟԒΛଋ͠·す。ໟฒΈΛकり·す。
˓ద表ࣔྫ：݈߁ҡ࣋によりඒ͍͠ໟฒΈΛอͪ·す。݈߁ͳ関અΛҡ࣋͠·す。
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ঢ়ܗ௨͍ͯ͠ΔδϏΤϖοτϑʔυͷྲྀࡏݱ

　飼͍ओのペットフードに対すΔニーζのଟ༷Խにより、༷ʑͳܗঢ়のペッ
トフードがされΔよ͏にͳり、ペットγϣッϓΠϯλーωット上のൢച
ళにͯଟछଟ༷ͳΛ͚͔ݟΔよ͏にͳり·͠た。

⹅υϥΠϑʔυʢ૯߹ӫཆ食ʣ
ຖの৯事にద͠た総合ӫཆ৯。
一ൠにエΫεトルーμーͱ͍͏େܕの加・加ѹԡग़
機でされ、120ˆͳͲで加されΔ。
機ցのߏ上、คϛール͔͠用で͖ͳ͍ϝーΧーも
͋Δ。ւ֎もଟ͍。
˞த、খܕの機ցですΔ合、120ˆより͍Թ
ଳでの加ͱͳΔ合も͋Δ。

⹅δϟʔΩʔ
ペットͱのίϛュニέーγϣϯに用すΔؒ৯（͓
ͭ）の一ͭ。
ͦのものΛ加ס૩さͤΔγϯϓルͳ加ํ๏のた
Ί、ジビエペットフードでよ͚͔͘ݟΔのはジϟーΩー
で͋Δ。加すΔͱס૩લのੜ͔Β1�5ఔにॏྔが
。Λग़すのが͍͠ײΔので͓ಘݮ

⹅Σοτϑʔυʢਫࣽʣ
ドϥΠフードのトッϐϯά、ͦの··څ㕒すΔ。
ͱࡊΛ合Θͤͯࣽたものも͋Δ。ྸߴのペットͳͲ、
。ମにద͍ͯ͠ΔݸΉྗがऑ͍ט
Ϩトルト৯ͱಉ༷に120ˆҎ上で加͠すΔ
も͋Δ。
加ޙものॏྔがݮΒͳ͍たΊ、͓ಘײΛग़͠す
͍。のܗΛײڃߴͯ͠Λԋग़で͖Δ。

⹅生ʢख࡞Γϑʔυ༻ʣ
飼͍ओがࣗで調理͠څ㕒すΔたΊのࡐ料（ੜ）。
必ず加熱して給仕する。また、製造業者や販売業者は
加熱用であることを表示する。

３

※ 食肉のӦڐۀՄ͕ある場߹で、ϖοτ༻にൢച͢る場߹ϖοτϑーυ҆全๏にΑるಧ出͕ඞཁ
で͢ɻ「ୈ̏ষ　ϖοτϑーυݪ料のղମॲཧのϙインτ」（1.25）͝ࢀরく͍ͩ͞ɻ
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ՃͷՃڧͷҧいʹҙしΑ͏

　ઌड़のͱ͓り、ペットフードのछྨによͬͯ、加Թ加ؒ࣌がҟͳΔ
たΊ、「ペットフード原料を加熱してペットフードを製造するのだから、どん
な肉でもよいだろう」ͱͯ͑ߟ作業Λ͍ͯ͠Δͱ、加ڧがΊのペット
フードΛ͠た合、࠷ऴに৯தಟەͳͲがͯͬ͠·͏Մੑが͋り
·す。·た「ժ๔」Λͭ͘り、100ˆఔの加ではࢮ໓͠ͳ͍ەࡉも͍·す。
加͑ͯ、加ޙのにະ加のݪ料தؒがࠞೖ͠たり、作業ऀによΔ
Ԛછがͳ͍よ͏に、ҙがඞཁです。
　·た、ۙ 年は「ख作りフード」ͱͯ͠、飼͍ओがࣗでੜࡊΛ調理͠、
ೣに༩͑Δέーεも૿͍͑ͯ·す。ͦ͏すΔͱ、ジビエのペット用ੜがݘ
֤Ոఉの·ͳ൘にΔ͜ͱにͳり·す。ෆӴੜͳペットフード用のジビエがྲྀ
௨ͯ͠͠·͏ͱ、Ωッνϯでे加で͖ͳ͔ͬた合にはペットの݈߁被害
がൃੜ͠、ߋにはಉ͡·ͳ൘で料理Λͯ͠͠·͏ͱ、Ո（ਓؒ）の݈߁被
害がٴͿՄੑが͋り·す。
　よͬͯ、「ペットフードͳΒͲΜͳでもよ͍」ͱ͍͏ํ͑ߟではͳ͘、Ͳ
のよ͏ͳաఔで、どのような加熱・加工がされる原料なのか、という視点での
衛生管理が必要にͳり·す。
　ジビエではͳ͍ものの、ࠃで加されたܲささΈのジϟーΩー͔Βα
ルϞωϥがݕग़され、（ҼՌ関はෆ໌で͋Δものの）ͦのΛڅ㕒されたݘ
ೣෳ಄がᅅు、Լཀྵ、݂ศ、ࢮのঢ়Λఄ͠た事ނがൃੜ͠·͠た。
（IUUQ���XXX�GBNJD�HP�KQ�⒏��T�QFU�UVUJ�S1@1178�IUNM）
　ペットで飼ҭされΔݘのখܕԽ、ペットのྸߴԽが進Μで͍Δࠓࡢ、ペッ
トフードのӴੜ管理はඞਢͱͳり·す。
　「ୈ３ষ　ペットフードݪ料のղମॲ理のϙΠϯト」（125）も͝ࢀরͩ͘さ͍。

自で生肉や野ࡊをௐཧ͠ख࡞り
ϑーυを༩͑るέース૿͑て͍る

「Ո畜の肉を༻͍たϖοτ
ϑーυにお͍てӴ生ཧ
のపఈ͕ٻΊらΕて͍る

（ྛਫ࢈省 )1 Αり）」
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ϝʔΧʔ͕ٻΊΔݪྉ

　協議会が࣮͠ࢪた全ࠃのペットフードϝーΧーのώアϦϯάの݁Ռ、ジ
ビエペットフードݪ料にٻΊΔ࣭ͱͯ͠「৯ͱಉ࣭͡」ͱճすΔϝー
ΧーがଟݟΒれ·͠た。
　ペットフードは加にಛԽ͠たࢪઃがଟ͘、ͦのでのྑ͠ѱ͠Λ
ผすΔఔがऔれͣ、も機ցに合Θͤͯ一ఆのαΠζに成͠ܗたঢ়ଶでೲ
されΔ͜ͱがଟ͋͘り·す。ͦのたΊ、ジビエペットフードݪ料に͍ͭͯも、
ͦのよ͏ͳطଘの৯（ܲ、ಲ、ڇ）のܗঢ়࣭ͱಉのঢ়ଶがٻΊΒれ
·す。

ʪώアϦンά݁果からʫ　ϖοτϑーυϝーカーの（Ұ部ൈਮ）
・�ΫϨーϜにܨがΔたΊ、ໟࠎのࠞೖはઈ対にෆՄ。ໟがೖ͍ͬͯΔものは৯
のϨϕルͱΈͳされͣ、社のݪ料ͱͯ͠औѻ͏͜ͱがで͖ͳ͍。
・ॲ理ࢪઃΛ๚͠、ෆӴੜͩͱ͡ײた所ͱはऔҾで͖ͳ͍。
・�業ऀによͬͯはࢁでղମ͠たものΛペットフードݪ料ͱͯ͠ൢച͍ͯ͠Δ事が͋
Δ。৯தಟΛ防͙たΊにも対策Λͯ͑ߟཉ͍͠。

ʮώϡʔϚンάϨʔυʯͬて何？

　ペットフードに関すΔऔҾのதで「ώューマϯάϨード」ͱ͍͏ݴ༿がଟ͘
Θれ͍ͯ·す。ਓの৯用ͱಉͱ͍͏ҹΛड͚·すが、ఆٛはແ͘、ചり
खങ͍ख、消費ऀͳͲ、͏ਓのཱでҙຯがมΘΔ͜ͱもଟ͍たΊ、ଧ合
ͤΛ͍ͯ͘͠தでҙがඞཁです。

ʪώϡーϚンάϨーυͱ表͠ݱて͍るྫʫ
・৯ͱಉ͡ݪ料、ϥΠϯで、ペット用にຯ付͚Λ͍ͯ͠ͳ͍もの。
・�৯のաఔでൃੜすΔࡐΛͬたもの。৯の
ചれりΛ利用͠たもの。
・อ݈所のڐՄΛಘたࢪઃで͍ͯ͠Δもの。
・คϛールΛ用ͤͣ、ੜ͔Β作͍ͬͯΔもの。

４
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ϝʔΧʔͱͷऔҾࣄ ʢྫϩοτɺΧοτํ๏ͳͲʣ

　ジビエペットフードݪ料ΛペットフードϝーΧーͱऔҾすΔ合、ͦのϝー
Χーの加ํ๏（機ցの༷）、のίϯηϓトにより、ٻΊΒれΔ
のܗঢ়ྔ、୯Ձがҟͳ͖ͬͯ·す。ͦのたΊ、ݸผに͔ͬ͠りͱଧ合ͤΛߦ
͏ඞཁが͋り·す。
　協議会が࣮͠ࢪたペットフードϝーΧーのώアϦϯάの݁Ռ、大ロット
（毎月トン単位）や小ロット（数百 kg、単発）での取引事例があるよ͏で͠た。֤ジ
ビエॲ理ࢪઃのڅڙՄྔݪ料のܗঢ়、୯Ձに͍ͭͯϝーΧーͱଧ合ͤΛ
͠、݅が一கすれऔҾ͍ͯ͘͜͠ͱがՄです。

⹅ϖοτϑʔυϝʔΧʔͱδビΤॲཧࢪઃͷଧ߹ͤͷྫ
˞一෦のଧ合ͤྫですので、全ϝーΧーのرでは͋り·ͤΜ。

ᶃジϟーΩー༻の肉
・Ͳの෦Ґ（ϩーε、ϞϞ）͔͔Δよ͏に͚ͯྫྷౚ͠、ೲ。
。た͚ͩΛ̑ʙ10Ωϩఔでାにೖれͯྫྷౚ͠、ೲ͠ڈΛআࢷ・
ᶄミンνݪ料
・ղౚ͠す͍よ͏「の͠ṷ」のܗにͯ͠トϦϛϯάࡐΛྫྷౚ͠、ೲ。
・（ペットフードϝーΧーが）ϛϯν機Λ࣋たͳ͍たΊ、ϛϯνঢ়ଶでೲ。
ᶅࣽࠐΈࡐ料༻
。ఆのαΠζにΧット͠たঢ়ଶでྫྷౚ͠、ೲࢦ・
ᶆڞ௨
・ग़ՙ࣌、金ଐ୳機に͔͚Δ。
Δたݮがߴが付͍た··ೲされΔͱͦのऔれࢷ。͍͠΄ͯ͠ڈはআࢷ�・
Ί、୯ՁΛԼ͛Δඞཁがग़ͯ͘Δ。
・�ྫྷ ౚম͚Λ防͗ࡐݪ料のຯݶظΛԆすたΊ、ΛೖれΔାに関ͯ͠はਅ
ۭแが·͍͠。·た、ղౚঢ়ଶでதΛऔりग़
すࡍにାの一෦ΛがטΜで͠·͍、ାがͪ͗れҟ物
ࠞೖにܨがΔ事Λ防͙たΊにも༗ޮ。
・�ାの৭（੨ࢦܥఆがଟ͍）、ૉࡐ（ྫྷౚ৯用、水、
ఆが͋Δ合がࢦフΟルϜ）に͍ͭͯも͍ߴがੑפ
͋Δ。

̑
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⹅ϖοτϑʔυϝʔΧʔͷʢώΞϦンά݁ՌΑΓʣ
　協議会でͬߦたペットフードϝーΧーのώアϦϯά݁Ռより、ジビエ
ペットフードのݪ料に対ͯ͠、品質・量の安定供給、低価格ͱ͍͏ཁがଟ͘
。Βれ·͠たͤد
　一ํ、ੜ動物Λั֫͠、֤Ҭに͋Δখنͳジビエॲ理ࢪઃがղମΛߦ
͏͜ͱでされ͍ͯΔジビエは、「安ఆ」Λ࣮ݱすΔ͜ͱが͍͠෦が͋
り·す。
　ペットフードϝーΧーのཁに合Θ͍͔ͤͯ͘、ジビエのݱঢ়に合Θͤた
ペットフードͮ͘りΛاըͯ͠もΒ͏͔、調がඞཁにͳり·す。

ʪώアϦンά݁果からʫϖοτϑーυϝーカーの（Ұ部ൈਮ）
合、ͱり͋͑ͣຖ月200LH͏ジビエΛ（用͍ͯ͠ͳ͍がঢ়でジビエはݱ）�・ Ґで
た͍。ܲがΩϩ300ʙ400ԁのたΊ、͜のՁ֨に͍ۙͮͯもΒ͏͜ͱが理͑ߟ
。（େखϝーΧー）
・�ྔ （ेͳྔがू·Δ͔）、安ఆڅڙ、࣭の課により、ݱঢ়ではジビエΛऔり
ѻ͏͜ͱがग़དྷͳ͍。（େखϝーΧー）
・�धཁは͋Δが安ఆڅڙが͍͠。ݪ料がりͣ、ܽͯ͠͠·͍ͬͯΔも͋
Δ。（தখϝーΧー）
（தখϝーΧー）。گ料ෆͳので͍͘Βでも΄͍͠ঢ়ݪ・
・�ペットフードでγΧがྲྀ͓ͯ͠ߦり、10年ఔલはΩϩ300ԁでೖれΒれ͍ͯ
たが、ۙ࠷は1000ʙ1500ԁҐ·で上がり͖͍ͯͯ͠Δ。

野生ಈ物͕͍つԿ಄ั֫できるか
୭に分かり·ͤんɻ
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δϏΤϖοτϑʔυͷऔྫࣄ

୮ொʣژژᶃç質ʹこͩΘるϖοτϑʔυϝʔΧʔͱͷίϥϘʢྫࣄ⹅
たऔ͠ٻઃで͋り、ジビエのӴੜ・࣭Λࢪ産ジビエೝূのୈ一߸ೝূࠃ　
Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔ᷂アートΩューϒでは、৯は「ࣛの͔͖͏ͪ」のϒϥϯ
ドで༗໊Ϩεトϥϯඦ՟ళൢച͠、ペットフードは「京୮ࣗવ」の
ϒϥϯドで愛ݘՈൢച͍ͯ͠·す。
　ジビエペットフードઐళで͋Δ「京୮ࣗવ」では、初͔Βࣗ社
にͯジϟーΩーΛ͍ͯ͠·͠たが、愛ݘのຖの৯事にもཱͪた͍ͱ
の͔͑ߟΒ、͓͚ͭͩでͳ͘「͝はΜ」（ドϥΠフード）のΛඪにͯ͠
͍·͠た。
　᷂アートΩューϒの年にΘたΔジビエペットフードに関すΔීٴ、ൢചの
औの成Ռも͋り、᷂#J ペットϥϯドがൢചすΔドϥΠフード「εマΠϦー」
ͱのίϥϘΛ։ൃすΔにࢸり、νΩϯ、ϙーΫ、マάϩにฒΜでγΧ
のフードがൢചされ·͠た。εマΠϦーγϦーζは、ࠃ産ૉ100ࡐˋ、ແఴ加、
ϊϯΦΠルίーςΟϯά、ଟ͘のͩ͜ΘりΛもͬͯ作Βれ͍ͯΔドϥΠフー
ドです。
　εマΠϦーγϦーζのは、ओには৯で、৽たにペットフード
の加も࢝Ίたで͋り、ࠐͪ࣋ΉジビエのӴੜ基४࣭も͍ߴϨϕルが
ΊΒれ·͠た。年、ジビエの安৺・安全にऔΜで͖た᷂アートΩューϒٻ
͔ͩΒͦ͜、Խにܨがͬた事ྫͱ͑ݴ·す。

̒

ノンΦイルίーςΟンάの
鹿肉υϥイϑーυ
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ʣࢢ౾ҏݝͷಛʹ߹Θͤてແବͳく活༻ʢ੩Ԭࡐᶄçૉྫࣄ⹅
　੩Ԭ県ҏ౾市に͋Δ「%&&3 #"4& J[V ͔͠·Δ」は、ั֫されたγΧが
ഇغされ͍ͯΔঢ়گに৺Λ௧Ί、ジビエペットフードの活用にऔΉ͜ͱで、
安৺・安全ͳペットフードΛఏڙすΔͱͱもに、ແବͱͳΔݸମΛݮΒす͜ͱ
Λతにઃཱされ·͠た。
　ࣗ社に͓͍ͯジϟーΩーに加͓ͯ͠り、はもͪΖΜ、ഏ৺ଁ、؊
ଁͳͲ、ଟछଟ༷ͳジビエペットフードΛ、ൢച͍ͯ͠·す。ଟ༷ͳ෦Ґ
Λ加すΔ͜ͱでղମさΛ࠷খݶにすΔ͜ͱがで͖、ӡӦίεトのݮにܨ
が͍ͬͯ·す。·た、ジϟーΩーに加すΔ͜ͱでৗԹอଘがՄͱͳり、ࡏ
庫のΛྫྷౚอଘ͓ͯ͘͠ඞཁがແ͘ͳΔたΊ、電ؾ代のϥϯニϯάίεト
のݮにܨが͍ͬͯ·す。
　ൢചはωットγϣッϓͱͱもに、ซઃのചళでもੵۃతに࣮͓ͯ͠ࢪ
り、ҏ౾のドϥΠϒがͯΒཱͪدΔ飼͍ओペットୡͱのίϛュニέーγϣ
ϯΛָ͠ΈͳがΒ、૬खにద͠たΛఏҊ͠ൢച͍ͯ͠·す。ྫ͑、γΧ
のഏΛジϟーΩーにすΔͱεΧεΧのߏでӫཆがগͳ͍たΊ、「μΠエット
தのϫϯͪΌΜにྑ͍ですよ」ͳͲ、ૉࡐのಛΛઆ໌͠ͳがΒ、消費ऀに
͔りす͘ൢച͍ͯ͠·す。ചళではݘ用のԹઘドッάϥϯも用ҙ͓ͯ͠
り、ドッάϥϯでݘがָ͠Μで͍ΔؒにΏͬ͘りങ͍物がで͖Δͱධです。

ଟ種ଟ༷なジϟーΩー 自વ๛かな場ॴにあるചళ



ジビエをペットフード原料として解体処理していくにあたり、解
体作業の中で具体的に気を付けるべきポイントを解説します。

３第 章

ペットフード原料の
　　解体処理のポイント
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ϖοτϑʔυ҆શ๏ʹ҆ͮ͘جશੑͷ֬อ

　ペットフード安全๏は、ペットフードのに関すΔ੍نΛ͜͏ߦͱによ
り、ペットフードの安全ੑΛ֬อ͠、ペットの݈߁ΛอޢすΔ͜ͱΛతにͭ
͘Βれ·͠た。ジビエペットフードٴͼͦのݪ料に͓͍ͯも、ペットの݈߁Λ
कΔたΊ、Ӵੜ安全ੑの֬อにΊΔ͜ͱがඞཁです。
　Լهに、ジビエॲ理ࢪઃ、ペットフードϝーΧー、消費ऀ·でのフϩーਤΛ
ྫࣔ͠、ҙす͖ϙΠϯトに͍ͭͯ࣍ページにͯղઆ͠·す。

１

ୈ̏ষϖοτϑʔυݪྉͷղମॲཧͷϙΠϯτ

F o o d

F o o d

F o o d

F o o d

F o o d

P o i n t

P o i n t

P o i n t

P o i n t

P o i n t
F A M I C

P o i n t
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⹅1PJOU ᶃçϖοτϑʔυ҆શ๏ͷಧग़
、ਓΛΘͣݸ、用ペットフードの༌ೖ・ΛすΔ事業ऀは、๏ਓೣ・ݘ　
事業の։࢝લにಧग़がඞཁです。

⹅1PJOU ᶄç҆શͳݪྉを༻
　ペットフード安全๏に͓͍ͯ、ペットフードの安全Λ֬อすΔたΊ、農薬、
ॏ金ଐの上ݶΛఆΊた成֨ن、පݪඍੜ物にԚછされたࡐݪ料は用͍
ͯはͳΒͳ͍のํ๏の基४がઃఆされ͍ͯ·す。

⹅1PJOU ᶅçாʹΑるใ
　ペットフードの、༌ೖຢはԷചΛ͏ߦ事業ऀは、Λ͠たペット
フードの໊শ、ྔͳͲΛாに̎͠ࡌه年ؒอଘすΔඞཁが͋り·す。（ペッ
トγϣッϓϗーϜηϯλーͳͲのখചり業ऀはআ͘）。ாهはトϨーαビϦ
ςΟΛ֬อすΔ上で༗ӹͳใͱͳΔたΊॏཁです。
　ジビエペットフードݪ料ΛすΔジビエॲ理ࢪઃに͓͍ͯも、ൢച͠た
ペットフードݪ料のྔͱೲઌのใΛாにهすΔ
͜ͱで、事ނが͋ͬたࡍに࠷ݶのճऩഇغで対Ԡす
Δ͜ͱがで͖·す。

⹅1PJOU ᶆçϖοτϑʔυͷදࣔ
　ペットフードの໊শ、ຯࡐݪ、ݶظ料໊、ݪ産໊ࠃ、
事業ऀ໊ٴͼ住所の表ࣔがٛ付͚Βれ͍ͯ·す。

⹅1PJOU ᶇçཱೖࠪݕʢࠪݕʣ
ͼ（ಠ）農林水産消費安全ٕज़ηϯλー（'".*$）が業ऀ、༌ೖ業ٴࠃ　
ऀ、ൢച業ऀに対ͯ͠、ཱೖݕ査Λ࣮͠ࢪ·す。

⹅ิ߲ࣄʢϖοτϑʔυ҆શ๏ʹؔ͢るಧग़ʹͭいてʣ
・�ジビエॲ理ࢪઃがジビエペットフードݪ料の、ൢചのΈΛ͍ߦ、ペット
フードの、༌ೖΛߦΘͳ͍合は、ペットフード安全๏に関すΔಧग़は
ෆཁです。
・�ジビエॲ理ࢪઃがࣗΒペットフードの、ൢചΛ͏ߦ合は、ペットフー
ド安全๏に関すΔಧग़がඞཁです。
・�ジビエॲ理ࢪઃが、ジビエ（ੜ）Λペットフードݪ料ではͳ͘、ペットフー
ドͱͯ͠ൢചΛ͏ߦ合は、ペットフード安全๏に関すΔಧग़がඞཁです。
（৯に関すΔӦ業ڐՄが͋Δ合も、ผ్ඞཁです）。
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⹅δビΤϖοτϑʔυʹؔ͢るாͷྫ

˔ ジビエϖοτϑーυݪ料をϖοτϑーυϝーカーにೲ品͢る場߹
໊　শ 　ྔ ൢച年݄日 ൢചઌ
γΧ 100LH

（トϨーαビϦςΟ൪߸：˓˓、˓˓ʜ）
˓年˓月˓ ˚˚᷂

ʜ

˔ ジビエϖοτϑーυを͠た場߹
໊　শ çྔ 年݄日 ͼྔٴ料の໊শࡐݪ

γΧϨトルト
50H ೖり

100ା ˓年˓月˓ ・γΧ˓ LH（ೖれ年月˓年˓月
˓・ೖれઌ໊শ˚˚）

・ニϯジϯ˓ LH（ೖれ年月˓年˓
月˓・ೖれઌ໊শ˚˚）

ʜ

˔ジビエϖοτϑーυをൢച（Է）͠た場߹

໊　শ çྔ ৡ͠の૬खํの
ຢ໊শ໊ࢯ

ৡ͠の年݄日
ՙ࢟

γΧϨトルト
50̶ೖり

50ା ᷂˘˘˘ ˓年˓月˓
50H ೖりʷ50ା �ശ

ʜ

・ாのࡌهにたͬͯは、ϊートίϯϐューλーにهされΔ͜ͱΛݪଇͱ͠·す。た
料のೲථ、のൢചථ、のडྖॻ、༌ࡐݪ、ॻ֨نॻ、֨ن料ݪ、ͩ͠
ೖڐՄ௨ॻ、ૹりঢ়（ΠϯϘΠε）ͳͲ、業上の管理ॻྨにࡌه事߲がඋ͑Βれ͍ͯΔ
合は、ͦれΒのॻྨΛอଘすΔ͜ͱで、ாのࡌهに代͑Δ͜ͱがで͖·す。
・ாに͍ͭͯは͠ࡌهたாه͠た電ࢠσーλΛ、̎年ؒはอଘͯͩ͘͠さ͍。
・ͳ͓、ாは֤事業に͓͍ͯඋ͑付͚͍ͯたͩ͘͜ͱが基本にͳり·すが、༌ೖ（Ӧ業）
庫のாΛอ管すΔ͜ͱがࠔͳ事業に͋ͬͯは、֘事業Λ管すΔӦ業
所本社に͓͍ͯඋ͑付͚͍ͯた͍ͩͯも͍ߏ·ͤΜ。たͩ͠、ͦの合でも、'".*$
のཱೖݕ査のࡍには、֤事業に͓͍ͯாのࡌه、උ付͚のঢ়گがΘ͔Δよ͏に͠
ͯͩ͘さ͍。
・ペットフードࡐݪ料のൢചの合はペットフード安全๏上、ாの作成はඞਢでは͋り·
ͤΜが、トϨーαビϦςΟの؍ではඞཁͱͳΔたΊ、本マニュアルでは「ジビエペット
フードݪ料ΛペットフードϝーΧーにೲすΔ合」ͱͯ͠ྫ͍ࣔͯ͠·す。
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δϏΤϖοτϑʔυཧͷྫ

　Լهは、ジビエΛ利用ͯ͠、安全ͳペットフードΛすΔたΊの管理
の一ྫです（農林水産省)1「ੜ獣のペットフード利用Λݕ౼されΔΈͳさ·」
Λ基に作成）。֤のઃඋ、࣭管理ମ੍に合Θͤͯ管理Λͩͯͬ͘ߦ
さ͍。

２

•

•

•
•
•

•

•

•
•

ポイント
3

ポイント
2

ポイント
1弾等の異物混入防止のため、原料受入

れ時に、金属探知機による検査

金属探知機による再検査

˞̍ੜ獣は、一ൠతに、دੜ、ەࡉにײછ͍ͯ͠ΔՄੑが͍͜ߴͱがΒれ͍ͯ·
す。ੜ獣の利用にたͬͯは、ेに加すΔͳͲ、͜れΒの৯தಟϦεΫにҙ
。に安全ͳペットフードΛ作り·͠ΐ͏ೣ・ݘ、͠

˞̎ペットフード安全๏では、ペットフードதのԖの上ݶ（３ЖH�H）がઃఆされ͍ͯ·す。
˞３金ଐ୳機は、ݕ査機ثϝーΧーがఆΊΔݕ査ํ๏Λ֬ೝ͠、用͠·͠ΐ͏。
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δϏΤϖοτϑʔυݪྉʹؔ͢ΔຊϚχϡΞϧͰͷࢦ

　ペットフード安全๏に͓͍ͯは、・ൢചに͔͔Δ基४・֨نͱͯ͠、「安
全ͳࡐݪ料Λ用す͖」ͱ͍͏事はࡌهされ͍ͯΔものの、ࡐݪ料ͦのもの
のํ๏に͍ͭͯは۩ମతにنఆされ͍ͯͳ͍のがݱঢ়です。
　本マニュアルͱͯ͠は、安৺・安全ͳジビエペットフードݪ料ΛڅڙすΔた
Ί、Լ߲هΛཹҙす͖事߲ͱͯࣔ͠͠·す。

ᶃϖοτϑʔυݪྉʹ͢るͷ
　ジビエペットフードのݪ料は、衛生的に問題が無いものの、人間の嗜好（味
の好み）と合わず食用に適さないジビエをペットフード原料として活用͠·
す。
　Ӵੜతにが͋り、৯用に͑ͳ͔ͬたݸମ෦Ґ（ൃ࣌ݟにࢮ͍ͯ͠た
ࢀ用で͖·ͤΜ。（ৄ͘͠は̑ʙ̒ページΛ料にもݪମ）はペットフードのݸ
র）。

ᶄ͢るδビΤϖοτϑʔυʢ生食ͷࢭېʣ
　ジビエペットフードは加熱した製品もしくは加熱を前提とした製品ͱ͠、ੜ
Λͦの··څ㕒すΔ͜ͱは推͠·ͤΜ。ख作りフード
用にੜΛൢചすΔ合、ラベルに「加熱用」と記載する
͜ͱΛ推͠·す。
　ੜ৯のペットフードに͍ͭͯは、دੜΦーエεΩー
පのϦεΫが͘ߴ、ペットのੜ໋Λ͔ڴすੑݥةが͋り·
す。（ৄ͘͠は42ページΛࢀর）。

ʪΦーエスΩー病ͱʁʫ
　ΦーエεΩーපは、ΦーエεΩーපΠルεΛݪҼͱ͠たϒλのපؾです。ώト
のײછはҾ͖͜͠ى·ͤΜが、ಲ・ΠϊγγΛ௨ͯ͡ΠψωίͳͲにൃすΔ
ͱ͍ߴகࢮΛࣔす࣬පです。加が༗ޮですので、ペットフード利用に͓͍ͯ
は、ੜはڙ༩ͤͣ、ඞͣे加͠·͠ΐ͏。

３
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ᶅղମ͢るॴʹͭいて
　ジビエペットフードݪ料ΛすΔ
合にも、৯ͱಉ༷にӴੜతͳࢪઃでղ
ମすΔ͜ͱΛ推͠·す。֎では作業
தのԹ管理のഉআのӴੜ管理が
͍͠たΊ、屋外で解体処理を行うこと
は避けるべきです。
　֎ෆӴੜͳࢪઃでղମॲ理Λͬߦた合は、ジビエペットフードݪ料ͱ
ͯ͠利用͠ͳ͍でͩ͘さ͍。

ᶆଁͷར༻ʹͭいて
　ଁの利用に関ͯ͠、ް࿑省ΨΠドϥΠϯでは「؟తにҟৗがೝΊΒれͳ
͍合も、ඍੜ物ٴͼدੜのײછの͓ͦれが͋ΔたΊ、Մͳݶり、ଁに
͍ͭͯはഇغすΔ͜ͱが·͍͠。」ͱࡌهが͋り·すが、ペットフードの加
工段階で十分加熱する場合に関しては、内臓の利用も可能です。（ଁΛੜの·
㕒すΔ͜ͱは推͠·ͤΜ。ख作りフード用にଁΛൢചすΔ合、ϥϕルに「加څ·
用」ͱࡌهすΔ͜ͱΛ推͠·す。）
消化管及び胃の内容物等を使ったペットフードを製造することは、野生動物
が捕獲されるまで何を食べていたか完全には把握できず、農薬等の残留が懸念
されるため望ましくありません。また、消化管および胃の内容物による汚染を
防ぐためにも、ペットフード原料としての利用は、消化器以外の部分（心臓、
肝臓、肺、腎臓）のみとすべきです。
　ଁの利用に関ͯ͠は、ΧϥーアトϥεΛߟࢀに、
動物のาߦঢ়ଶ֎ݟ、ଁのҟৗがແ͍͔Λ
νΣッΫ͠、ҟৗがແ͍ݸମのものΛ利用すΔよ͏ؾ
Λ付͚Δඞཁが͋り·す。

ᶇղମॲཧͷۀ࡞खॱ
　৯ͱಉ༷に、ް࿑省ΨΠドϥΠϯΛߟࢀに、Πϊγγ、γΧのӴੜతͳղ
ମΛ࣮͠ࢪ·す。

×
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Ӵੜతͳղମۀ࡞ͷͨΊ ʢʹࣝɺٕज़ʣ

❶Ӵ生తཧのํ͑ߟ
⹅どこ͔ΒԚછ͕ͬてくる？
　৯ΛԚછすΔݪҼͱͯ͠は、ੜ物తԚછ（පەݪ、Πルε）、物理తԚ
છ（ॐ、金ଐย、ビニールย）、ԽֶతԚછ（薬のࠞೖ）に͚Βれ·す。
ジビエのॲ理に関ͯ͠ఆされΔԚછΛԼهのਤに͍ࣔͯ͠·す。

⹅ඍ生物ͷ੍ޚçʙ食தಟ༧ͷ̏ݪଇʙ

４

පؾͷ
ഉআ

ඍ生物ͷ
ޚ੍

༗物質ͷ
ഉআ

由དྷ（ώτ）ऀۀ࡞
（ฅศ、಄、Һ಄など）

ؾମ由དྷの病ݸ

ମ表・ফԽث
の病ەݪ

野外のԚΕ由དྷ
（Տਫ、）

Ԗ、ۚଐย
（ั֫由དྷ、ղମۀ࡞由དྷ）

खା、ビニールย
Խ学物質（ༀ）

ۚଐ୳ػ

ؾମ由དྷの病ݸ

✕ҟঢ়（؊ය͕د生） ʓਖ਼ৗ
ࣸਅ：カϥーアτϥス（ް生࿑ಇ省）

ྫ：؊ଁ

ମ表・ফԽث
の病ەݪ （Տਫ、）

ᶃもͪ͜·ͳ͍
　खΛચ͏
　ԚれΛམͱす

ᶄ૿さͳ͍
　作業ఔΛकΔ
　交ࠩԚછにҙすΔ
　ྫྷଂ・ྫྷౚ庫のԹ管理

ᶅ͚ͬͭΔ
　ચড়、消ಟ
　加、ྫྷ٫

˔ ˔ ˔˔ ˔ ˔˔ ˔ ˔˔ ˔ ˔



��

❷Ӵ生ཧのϙインτ
　ް࿑省ΨΠドϥΠϯには、ジビエがで͖Δ·でのั֫ݱに࢝·りӡൖ、ղ
ମॲ理͔Β、ൢ ച、調理にࢸΔ·で、Ӵੜ管理に関すΔࢦがࣔされ͍ͯ·す。
ް࿑省ΨΠドϥΠϯは৯用（ਓ用）Λఆͯ͠作Βれ͍ͯ·すが、Ӵੜ管理の
ϙΠϯトはペットフードݪ料に͓͍ͯもߟࢀに͠、Πϊγγ、γΧのӴੜతͳ
ղମΛ࣮͍ͯ͘͜͠ࢪͱが·れ·す。本マニュアルでは、ް࿑省ΨΠドϥΠ
ϯの͏ͪ、ペットフードݪ料のたΊのղମΛࡍ͏ߦ、ಛに対Ԡ͠
͓͍ͯたํがྑ͍ͱࢥΘれΔ事߲Λ͠ࡌه·す。
　ް࿑省ΨΠドϥΠϯΛਤղ͠たマニュアルは、᷂一成の)1に
され͍ͯ·す（ੜ鳥獣被害防止マニュアルʙั֫鳥獣の৯ࡌܝ
利活用（ॲ理）のख๏ʙ）。

ઃͷؒऔΓࢪ⹅
　ジビエॲ理ࢪઃでは、ମ表にటΛ͚ͭたΠϊγγγΧがൖೖされ、Ӵੜ
తͳ৯にͳͬͯग़ՙされ͍͖ͯ·すが、汚れた原材料と最終製品が出会うこ
とがないよう、ࢪઃのؒऔり͔Βがඞཁです。
⾣ड͚ೖれ͔Βग़ՙ·で、ͱମ、ࢬのྲྀれは一ํͱ͠·す。
⾣は͘ൽͱଁఠग़、Χット室はผ室ͱ͠、ߋҥ室もผに͠·す。
⾣加用のペットフード
料Λͭ͘Δ合、ख़成ݪ
用のྫྷଂ庫がແͯ͘もよ
͍合が͋ΔたΊ、ࢪઃ
のઃஔ・ӡసίεトΛ
。で͖·すݮ

վగ൛

野生鳥獣被害防止マニュアル
ʙั֫ௗ्ͷ৯ར׆༻ʢॲཧʣͷख๏ʙ

߹ͤઌ
ྛਫ࢈ল�ଜৼہڵ�ௗ्ରࡦɾଜڥ՝�ௗ्ରࣨࡦ
ɹ˟��������ɹ౦ژઍా区բ͕ؔ�����
ɹ5FM�������������ʢදʣɹ'BY�������������
ௗ्ඃରࡦίʔφʔɿ
IUUQT���XXX�NB⒎�HP�KQ�K�TFJTBO�UZP[ZV�IJHBJ�

վగ൛�ੜௗ्ඃࢭϚχϡΞϧ
ʙั֫ௗ्ͷ৯ར׆༻ʢॲཧʣͷख๏ʙ

�ߦ��ൃ ྩ݄̏̏
� ձࣾɹҰɹࣜג
� ˟��������ɹฌ庫ݝՃݹ্ࢢொༀ܀����

5FM��������������
� 'BY��������������
��म� ྛਫ࢈লɹଜৼہڵɹଜࡦ部
� ௗ्ରࡦɾଜڥ՝ɹௗ्ରࡦ室
� ˟��������ɹ౦ژઍా区բ͕ؔ�����

5FM��������������ʢදʣ
� 'BY��������������

※ カット室に段ボールは、
置かないでください。

カット室

清潔区域 冷凍庫

内臓摘出
枝肉洗浄

準清潔区域

更衣室

事務所

更衣室
トイレ

温湯

はく皮外部洗浄

汚染区域 汚染区域
HW

トイレ

検査室

出荷室

温湯
HW

温湯

H H H

HW冷蔵庫

と体の流れ

ղମॲཧࣨ ۺのফಟ

ྫྷଂݿ（ख़成）

Ϩールݒ

ମॏܭ カοτࣨ
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⹅চͷ৭・ͷ৭を分͚る
⾣෦ΛҠ動すΔ࣌はணସ͑、Լの消ಟΛ͍ߦ·す。
⾣ の৭ΛӴੜ区Ҭで͚͓ͯ͘ͱ、Ԛછがͭۺઃのচ໘、作業、ࢪ�
͍たでਗ਼ܿ区Ҭにೖͬͯ͠·ͬたり、Ԛછ区Ҭで用͠たಓ۩Λਗ਼ܿ区
Ҭでͯͬ͠·͏の「交ࠩԚછ」Λ防͙͜ͱがで͖·す。

⹅ফಟʢφΠϑɺࡐثɺखʣ
⾣ 用すΔ、ମに৮すΔφΠフ、の͗͜りݸ�
ಓ۩は、̍಄Λॲ理すΔ͝ͱに（֎ൽ消Խ管の༰
物によりԚછされた合は、ͦの都）83ˆҎ上の౬
により、ચড়・消ಟ͠·す。

⹅ᡗ݁ͭ͞
⾣ �消Խ管の༰物が࿙ग़͠ͳ͍よ͏ᡗΛ合成थࢷ
のାで෴͍、Λᡗのۙ͘で݁さͭすΔͱͱも
に、ᡗ෦によΔݸମのԚછΛ防͗·す。

⾣ �݁ さͭにたͬͯは、݁ଋόϯドΛ͍、ೋॏに
݁さͭ͠·す。

⹅食ಓ݁ͭ͞
⾣ �์ ݂された݂ӷによΔੜମٴͼ΄͔のݸମのԚછに
。Λ͚ͭ·すؾ

⾣ �݂ ൈ͖ޙに͓͍ͯ消Խ管の༰物が࿙れग़さͳ͍よ
͏、৯ಓΛୈ一ңのۙ͘で݁さͭ、ຢはดͦ͘さͤ
·す。

৭分͚のྫ

外部ચড়・くൽ ଁఠ出 カοτࣨ

食ಓ݁͞つのྫ
（γカ）

ᡗ݁͞つのྫ
（イノγγ）
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⹅くൽでͷҙ߲ࣄ
　ΠϊγγγΧの外皮（毛皮等）は特に汚染が多い部分で͋り、「ӈखはφΠ
フ、ࠨखは֎ൽΛͭ࣋」ͱܾΊͯ作業すΔͱӴੜతです。ͦのࡍ、֎ൽΛ
͏ߦखに৮れͯ͠·ͬた合、ͦの都消ಟΛͭ࣋たखが、φΠフΛ͍ͯͬ࣋
ඞཁが͋り·す。
⾣ �獣ໟによΔԚછΛ防͙たΊ、ඞཁͳ࠷গݶの։Λ͠たޙ、φΠフΛ
消ಟ͠、φΠフのਕΛखલに͚、ൽΛଆ͔Β֎ଆに։͠·す。

⾣ �は͘ൽされた෦は、֎ൽによΔԚછΛ防͗·͠ΐ͏。Ԛછされた合、
Ԛછ෦ҐΛ全にりऔり·す。

⹅ଁఠग़でͷҙ߲ࣄ
⾣ �ଁఠग़のࡍは、消Խ管Λই͚ͭ༰物によりԚછさͤͳ͍よ͏దにߦ
͍·す。

߲ࣄચড়でͷҙࢬ⹅
⾣ は、ચড়のલに被ໟຢは消Խ管の༰物によΔԚછの༗ແΛࡍચড়のࢬ�
֬ೝ͠、͜れΒによΔԚછが͋ͬた合、Ԛછ෦ҐΛ全にりऔり·す。
·た、ચড়水のඈࢄによΔࢬのԚછΛ防͙よ͏ҙ͠·す。

⹅පؾͷഉআ
　େલఏͱͯ͠、ҟৗΛೝΊたݸମは利用ͤͣഇغͱ͠·す。ͱ畜に͓͍ͯ
はղମ͠た全಄のา͔࢟ߦΒଁ、ࢬΛ獣ҩࢣがνΣッΫΛ͍ߦ·すが、ジ
ビエॲ理ࢪઃに͓͍ͯは獣ҩࢣがৗற͍ͯ͠Δࢪઃはগͳ͍たΊ、ղମの୲
ऀがࣝΛもͪ、ҟৗがΈΒれたΒഇغすΔ、ͱ͍͏அΛ͍ߦ·す。
　Πϊγγ、γΧのଁに関すΔਖ਼ৗ、ҟৗの事ྫΛࣸਅͱͱもにհ͠たࢿ
料が「Χϥーアトϥε」で͋り、ްੜ࿑ಇ省
)1にͯӾཡで͖·す。
⾣ �ଁがচ、น、ۺに৮すΔ͜ͱ
によΔԚછΛ防͙たΊ、όットͳͲでड
͚Δよ͏にͯͩ͘͠さ͍。

⾣ �ఠग़͠たଁに͍ͭͯはҟৗの༗ແΛඞ
ͣ֬ೝ͠·す。
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⹅ࣗओࠪݕをੵۃతʹߦい·しΐ͏
　ӴੜతͳղମखॱΛελッフ全һがकれ͍ͯΔ͔、ʑ͍ͬͯ͘தでϨϕ
ルが上͍ͯ͠Δ͔Ͳ͏͔Λ「͑ݟΔԽ」すΔ͜ͱで、ٕ ज़の上にͭͳがり、
ελッフのҙࣝもมΘ͖ͬͯ·す。Ӵੜతͳॲ理がߦΘれ͍ͯΔ͔ΛূݕすΔ
たΊ、ॲ理͠たٴͼࢪઃのઃඋ・ث۩のݕەࡉ査Λఆظతに͍ߦ·͠ΐ͏。
తۃੵ、査費用が͔͔ΔたΊݕ、査機関Λ利用すΔ͜ͱも推され·すがݕ　
にԿもݕ査Λ͏ߦたΊにはࣗओݕ査のซ用が͓すすΊです。ݕ査にඞཁͳ物
（߃Թݕ、ث査ഓ）はͦ͜·でߴՁではͳ͘、ωットγϣッϓでもೖखで
͖·す。

ʮ৽ͳΒ҆શʯͬてຊ？

　「ั֫ͯ͠す͙にに͍ͯ͠Δ͔ΒӴੜత」ͱ͍͏એΛ͚͔ݟ·すが、ॲ
理Λؒ࣌でͯͬߦも、消Խ管の༰物がに付ணすΔ、ॲ理作業がෆӴੜ
に࣮ࢪされ͍ͯれ、વ、ෆӴੜͳにͳり·す。·た、̚ܕ؊ԌͳͲ、Π
ϊγγγΧが本来持っている病原体は、短時間で処理しても除去できません。
　一ํで、ั͔֫ΒにすΔ·での作業ؒ࣌Λ͘すΔ͜ͱは、ඍੜ物Λ૿
さͳ͍ͱ͍͏؍でॏཁͳཁૉͱͳり·す。消ಟͳͲ
దͳखॱΛकりͭͭ、ͳΔ͘ૣ͘ඍੜ物が૿৩す
ΔԹ（室Թ）Λ௨ա͠、ྫྷଂ庫ྫྷౚ庫にอ管すΔ͜
ͱが、ඍੜ物Λ૿さͳ͍たΊにॏཁͱͳり·す。

ϑーυスλンϓにΑる
φイϑのྫࠪݕ

のྫثԹ߃ ޙؒ࣌24

˔̝
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❸ղମऀۀ࡞の҆全कΖ͏（ײછରࡦ）

　ղମ作業தにΠϊγγγΧの݂ӷഉᔔ物ͳͲがඈລͳͲΛ௨ͯ͡作業ऀ
に৮すΔ͜ͱで、動物がอ༗͍ͯ͠たපؾにײછͯ͠͠·͏ڪれが͋り·
す。ั֫࣌、ղମ作業࣌ͱもに、作業ऀࣗがײછϦεΫΛೝࣝ͠、ͦの対策
に関すΔਖ਼͍ࣝ͠ͱٕज़Λに͚ͭΔඞཁが͋り·す。
⾣ �ղମ作業は水Λ௨さͳ͍खାΛ͍ͯ͠ߦ·͠ΐ͏。ಛに、݂ମӷ、ଁ
にૉखで৮れͳ͍よ͏ҙ͠·͠ΐ͏。·た、マεΫۺͳͲΛண用の
上、దͳλΠϛϯάで交・ચড়・消ಟΛ͜͏ߦͱもॏཁです。

⾣ �消Խ管༰物（ңのத）は࿙れͳ͍よ͏にҙ͠·͠ΐ͏。
⾣ �ΠϊγγγΧに͍ͭたμニは、ॏੑ݂খ൘ݮগީ（54'4）܈ͳͲ
のපݪମΛ༗すΔڪれが͋ΔたΊ、されͳ͍よ͏ഽΛ࿐ग़͠ͳ͍で
作業͠·͠ΐ͏。

⾣ �݈ Λ付͚ͯ作ؾମΛอ༗͍ͯ͠·す。ৗにݪͳੜ動物で͋ͬͯも、ප߁
業͠·͠ΐ͏。

ਫ਼ಊ物

ζϑΦ

ำ֭ं

અηνρϓࢬ

Ϙρφ

ำ֭ʀ
ͳめ͢͠ۂࡠ時

ݱઝ״
イノシシ、シカの血
液・唾液・鼻水・排
泄物等

࿑ܨઝ״
直接接触、飛沫、空
気、昆虫媒介（ダニ
等）

ଲࡨ
作業時の防水手袋・
フェイスシールド着
用、露出の少ない服
装（ダニ対策）

ݱઝ״
肉（加熱不足など）

ଲࡨ
適切な加熱
交差汚染の防止

մରۂࡠ時

ৱ΄る時
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છʹؔ͢Δࣝײ௨ڞ

❶ジビエにؔ͢る病ݪମの種ྨ
　ੜ動物は管理された環境でҭͭՈ畜よりも、༷ʑͳ
පݪඍੜ物、دੜのอ༗・ײછ、පݪମΛӡͿμニ
のӴੜ害ͱの৮の機会が͍ߴͱ͑ߟΒれ·す。
　ੜ動物がอ༗すΔΠルε、د、ەࡉੜは、ਓؒ
ペットにͱͬͯも༗害ͳものも͋り、加ෆेのঢ়ଶで৯Δ͜ͱはେม
も、Ӵੜతにͳ͍ジビエΛదに加͠、安ࡍです。ペットに༩͑Δݥة
全ͳঢ়ଶでڅ㕒すΔ͜ͱがલఏͱ͑ݴ·す。

̑

100μm

10μm

1μm

0. 1μm

0. 01μm

0. 001μm

ر
ਫ਼
虫
・
ݬ
虫ਇ

ۗ

ࡋ
ۗ

Τ
イ
ル
ス

ॅ肉๔ࢠ

（μ m ʁϜイέϫϟーφル）

4'54イルス

100μm = 0. 1m m ҐͲ
肉ءͲݡΔΗΖ
（േののଢ͚͠Δい）

（表）ジビエにؔΘるਓにର͢る生物学తةཁҼ
ཁҼة 種　ە Ԛછײ・ݯછݯ
ੜد トΩιϓϥζマ Πϊγγ、γΧ、Ϋマ、

ϊαΪ
ΫϦϓトεϙϦジϜ エκγΧ（ฅศ）
ટໟ Ϋマ、Πϊγγ
住๔ࢠ γΧ、Πϊγγ
ഏٵ Πϊγγ（γΧ）
マϯιϯ྾಄ Πϊγγ（）
؊ය γΧŊ エκγΧ

පەࡉݪ （$&45）ەլಟૉ産ੜੑେࢤ γΧ・Πϊγγ（・ฅศ）
පݪେە γΧ・Πϊγγ（・ฅศ）
αルϞωϥଐە γΧ・Πϊγγ（・ฅศ）
ΧϯϐϩόΫλー・ジュジュニʗίϦ γΧ・Πϊγγ（・ฅศ）
ԫ৭ϒドەٿ γΧ・Πϊγγ（ମ表・ฅศ）
エルγニア・エϯςϩίϦνΧ Πϊγγ、γΧ
ϦεςϦア・ϞϊαΠトήωε Πϊγγ（ฅศ）
ϒルηϥ γΧ・Πϊγγ
㙽පە ϊαΪ
Ϩϓトεϐϥ、ϥΠϜ、ϘϨϦア γΧ、Πϊγγ
ە֩݁ܕڇ γΧ
̦、本ߚൗ γΧ

ഊ
ඍੜ物

όγϥεଐ ॲ理・อ管ࢪઃの環境
ΫϩεトϦジϜଐ ॲ理・อ管ࢪઃの環境
γュードϞφε（ଐ） ॲ理・อ管ࢪઃの環境
ೕ܈ەࢎ ॲ理・อ管ࢪઃの環境
߬ ॲ理・อ管ࢪઃの環境

Πルε ԌΠルε؊ܕ̚ Πϊγγ、γΧ
ॏੑ݂খ൘ݮগީ（54'4）܈ ੜ動物に付ண͠たμニ
μニ ੜ動物に付ண͠たμニ

ϓϦΦϯ ຫੑ消ੑ࣬（$8%）ױ γΧ

˔̝̝̝̝̝̝̝
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⹅ಲʢ$4'ʣを֦ࢄしͳいたΊʹʢϖοτϑʔυݪྉར༻ͷҙʣ
　2018年̕月、ࠃでは26年Ϳりにذෞ県のཆಲ農Ոに͓͍ͯಲ（چশ：
ಲίϨϥ）がൃੜ͠·͠た。Ҏདྷ、ྡすΔ県のཆಲにがり、͜れ·で
（2024年̎月）合ܭ36�9ສ಄のಲがࡴॲされ͍ͯ·す。ੜΠϊγγで
はذෞ県のཆಲでのൃੜ͔Β̐7�4、ޙLNれた用水࿏でൃݟされたࢮ
ݸମでײછが֬ೝされ、Ҏ߱、ࠃで֦େ͠、2024年̎月29࣌で35都
県でಲにײછ͠たੜΠϊγγが֬ೝされ͍ͯ·す。

　農林水産省では「豚熱感染確認区域におけるジビエ利用の手引き」Λ作成͠、
ಲײછ֬ೝ区Ҭでの৯利用に͓͍ͯは、దͳࢪઃでॲ理され、Πϊγγ
のಲΠルεӄੑΛ֬ೝ͠たޙに利用Մͱ͍ࣔͯ͠·す。͜れはಲΠ
ルεの֦ࢄ防止のたΊにۃΊͯॏཁͳ対Ԡで͋り、ペットフードにおいても上
記手引きに準じて処理されたものが利用される必要があります。

　ಲײછ֬ೝ区Ҭに͓͍ͯั֫されたΠϊγγがӄੑະ֬ೝの··ペット
フードݪ料ͱͯ͠全ࠃにૹされた合、全ࠃにಲΠルεΛͯ͛͠·͏
のཆಲ業のਂࠃછ͠·ͤΜが、全ײにはೣ、ݘれが͋り·す。ಲはਓڪ
。Λ防͙たΊ対策Λపఈ͍ͯ͘͜͠ͱがඞཁですڹͳӨࠁ

野生イノγγにର͢る豚のࠪݕใ（ྛਫ࢈省Αり）
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Ӵੜతͳั֫とӡൖํ๏

ߟ��ࢀ
ङྌऀͷΈͳ͞·ʙಲରࡦͷ͓͍ئʙ

●靴の裏、タイヤ周り
→ブラシ・水などで土などの汚れを落とし、消毒する。

●器具（ナイフなど）
→ブラシ・水などで血液などの汚れを落とし、消毒する。
●消毒方法
→アルコールスプレーや逆性石けん液等を噴霧器、じょうろ等でかけて行います。
手指や衣服、猟具・ナイフなどで消毒薬のニオイや薬の残存が気になる場合はアルコールで。
※消毒薬は、薬局・ドラッグストア等で販売されています。

ウイルスは肉や血液だけではなく、糞尿、唾液等が混じっている土などにも含まれている可能性
があります。靴裏やタイヤの溝の土などをブラシ等を使いながら逆性石けん液
などで洗い流し、確実に洗浄・消毒します。

・イノシシで豚熱（旧称：豚コレラ）が発生すると、その地域のイノシシ肉の利用が制限される可
能性があるなど、狩猟にも大きな影響があります。
・イノシシで豚熱の感染が「ない地域では清浄性維持」・「ある地域では早期の清浄化」のために！
・皆さん一人一人の、洗浄・消毒対応が重要です！！

 豚熱感染イノシシが確認された地域は特に注意が必要です。
 感染したイノシシは糞便中などにウイルスを排出し、環境中(土壌、
植物など) を汚染します。

 環境中にウイルスがいる山に入ると、靴、車両のタイヤ、猟具等
に付着して豚熱ウイルスを拡散させるおそれがあります。

 狩猟した後、大きく移動する際に「洗浄」・「消毒」を実施。
（具体的には、別の山へ移動するとき、山を降りるとき、
移動途中でコンビニなどに立ち寄るときなど。）

 自家消費用の解体時には、使い捨て手袋、衛生的な着衣
（レインコート、防護服等）を使用。 ※レインコートは使い捨て又は洗浄・消毒。
 解体後の内臓等は、放置せず二重に袋につつみ衛生的に処理するか、やむを得ない場合は
消毒等を適切に行い、公衆衛生の確保等に十分に配慮した上で適切に埋置する。

 豚熱感染確認区域から、自家消費用を含む肉等を持ち出さない。
※「豚熱感染確認区域におけるジビエ利用の手引き」に従ってジビエ利用する場合は除く。

●自宅に帰ってから特に念入りに「洗浄」・「消毒」を実施。次の猟場にウイルスを持ち込まない。

コンビニ 自
宅

山山山山 山

洗浄・消毒する場所

※事業等で、高リスクな場所を複数訪問する場合等での衛生対策は自治体担当部局の指示に従ってください。
※死亡イノシシ発見時は、接触を避け、自治体で検査等を行う可能性があることから、各自治体へ連絡してください。

靴、手指猟具、器具埋却場所 捕獲個体 車両 ハンドル・
座席・足下

狩猟者のみなさまへ
～豚熱対策のお願い～

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課 農村振興局 農村政策部 鳥獣対策・農村環境課
環境省 自然環境局 野生生物課 鳥獣保護管理室

令和４年８月

いつ、何をすればいいの？

消毒のポイント（場所、ものなど）

感染を広げないために必要な行動

ウイルスがいる場所

洗浄・消毒の方法

参考

ϝϞʢ��������ʣ
ͳͬʹͰɺ1��ɾ��はมのؔؒ࣌
ͨɻ
ˣ

ङྌऀͷΈͳ͞·çʙಲରࡦͷ͓ئいʙ
参  考
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野生動物はどれくらい病気を持っているの？

　ੜ動物は୭の管理もされ͍ͯͳ͍ແओ物のたΊ、ੜଉ಄年ྸ、ੜଉ
所はਖ਼֬には͔り·ͤΜ。·た、Ո畜のよ͏にϫΫνϯछۦ薬Λ
༩され͍ͯͳ͍たΊ、一͏ͦ߁݈ݟにͯ͑ݟも、ղମされΔ·で࣮ଶは
͔り·ͤΜ。γΧΠϊγγの֤छපݪମのอ༗ঢ়گに͍ͭͯ全ࠃで調査さ
れたσーλの一෦ΛԼهにհ͠·す。

˔ ̚型؊Ԍのཅੑのௐࠪ

˔ ͦのଞ病ݪମにؔ͢るσーλ

管ग़݂ੑ
େە

γΧ༰物͔Βのཅੑ：3�1ˋ（4�128） ʑΒ（2013）ࠤ
γΧ͔Βのཅੑ：0�8ˋ（1�120） ேΒ（2017）
γΧฅศ͔Βのཅੑ：16.7ˋ（51�305）
Πϊγγฅศ͔Βのཅੑ：1�2ˋ（3�248）

ޱࢁ
ౡ・ಢࣇࣛ Β（2020）

αルϞωϥ
Πϊγγ༰物のཅੑ：7�4ˋ（9�121） ʑΒ（2013）ࠤ
γΧ͔Βのཅੑ：（0�120）
Πϊγγ͔Βのཅੑ：（0�128） ேΒ（2017）

Χϯϐϩό
Ϋλー

Πϊγγ༰物のཅੑ：43.8ˋ（53�121） ʑΒ（2013）ࠤ
γΧฅศ͔Βのཅੑ：5�6ˋ（17�305）
Πϊγγฅศ͔Βのཅੑ：12.5ˋ（31�248）

ౡࣇࣛ
ಢ 田Β（2022）

管ग़݂ੑେەのは͘ߴͳ͍が、Ҭによͬͯは͍ߴも。
αルϞωϥ、ΧϯϐϩόΫλーは͘ߴͳ͍が、Πϊγγฅศ͔Βのが͍ߴ。

ίϥϜ

5. 5

2. 11. 82. 4

4. 3

49

425. 5

5. 6

9 . 5

20. 721. 6

20. 5

22

18

20

3. 3

0. 1

0. 3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 •
•

ްੜ࿑ಇՊֶڀݚඅิॿۚ ৯ͷ҆શੑ֬อਪਐۀࣄڀݚʮੜௗ्༝དྷ৯ͷ҆શੑͷ
֬อͱϦεΫཧͷͨΊͷڀݚ 	�������
ʯ ڀݚ୲ऀ � લా݈ʢڀݚදऀ ∁Ҫ৳ೋʣ
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❷ジビエにΑる食中ಟྫࣄ（ਓの場߹）

　લड़のͱ͓り、ジビエの合はૉૣ͘Ӵੜతにॲ理͠たͱͯ͠もআ͖͠ڈれ
ͳ͍、動物ࣗମがපݪମΛอ༗すΔӴੜϦεΫΛ༗͠·す。ͦのたΊ、৽ͳ
͔Ͳ͏͔に関ΘΒͣ、ੜ৯は৯தಟΛҾ͖͜ىすݥةが͋り·す。
　৯用（ਓؒ）に関ͯ͠は、ۙ年のジビエ利用の૿加により、ङྌऀҎ֎のਓ
がジビエΛޱにすΔ機会が૿͑、̚ܕ؊ԌͳͲ༷ʑͳපݪମによΔ৯தಟがൃ
ੜ͍ͯ͠·す。ࢮにࢸΔ事ྫもग़͍ͯΔたΊ、ಛにੜ加ෆのঢ়ଶで৯
ͳ͍よ͏、ҙىשがඞཁです。ジビエペットフードの利用ྔも૿ޙࠓ加͠
͍ͯ͘ものͱΈΒれΔたΊ、対策がඞཁで͋Δͱ͑ߟΒれ·す。

（表）Θ͕ࠃでൃ生͠た野生ௗ्肉をݪҼͱ͠た食中ಟࣄ （ྫް生࿑ಇ省 )1 をߟࢀに࡞成）

病ݪମ ใࠂ年 ൃ生場ॴ Ҽ　ݪ ٤食ऀ（ਓ） （ਓ）ऀױ （ਓ）ऀࢮ

管ग़݂ੑ
େە

1997 県ܗࢁ エκγΧの 11 4 0
2001 Ԭ県 γΧの（େ県） 4 2 0
2009 Ἒ県 γΧの 11 1 0

αルϞωϥ 1987 ࡚県 γΧの 32 28 0
2000 େ県 γΧのླྀٿ（ڷ料理） 14 9 0

㙽ප 2008 千༿県 αΪのॲ理 ʵ 1 0

Ԍ؊ܕ̚

2003 兵庫県 γΧの 7 4 0
2003 鳥औ県 Πϊγγ؊ଁの 2 2 1
2003 ࡚県 Πϊγγম͖ 12 5 0
2005 Ԭ県 Πϊγγ 11 1 0
2005�6 愛県 Πϊγγ 4 4 0
2010 ੩Ԭ県 Πϊγγ؊ଁのੜ৯ 2 2 0
2010 ੩Ԭ県 γΧのੜ৯ 1 1 0
2010 愛ඤ県 Πϊγγのੜ৯ 1 1 0

ટໟ
（トϦώφ）

1974 ੨県 πΩϊϫάマの 30 15 0
1979 ւಓ エκώάマの 94 12 0
1981 ॏ県ࡾ πΩϊϫάマの 413 172 0
2016 Ἒ県 Ϋマのϩーεト 31 21 0
2018 ւಓ Ϋマ（推ఆ） 3 3 0
2019 ւಓ Ϋマのϩーεト 8 6 0

住๔ࢠ
2015 լ県࣎ γΧの͋Ϳり 17 10 0
2017 Ἒ県 γΧϢッέ（ؠख県） 1 1 0
2018 Վࢁ県 γΧ・؊ଁの 3 3 0

マϯιϯ
ݽ

1976 େࡕ Πϊγγの 1 1 0
1988 兵庫県 Πϊγγの 1 1 0

出݂大ەのঢ়（ਓ）
ʪજ෬̎ؒظʙ̓ʫ
Լཀྵ（水༷ศ、݂ ศ）、ൃ 、ෲ௧、
ॏԽすΔͱ、༹݂ੑಟ
ͳͲ（64(）܈ީ

サルϞネϥのঢ়（ਓ）
ʪજ෬̔ؒظʙ48ؒ࣌ʫ
Լཀྵ、ෲ௧、ѱפ、ൃ、ᅅు、
಄௧、ॏԽすΔͱ、ҙࣝো
ᙲᏀͳͲのதਆܦঢ়

̚型؊Ԍ（ਓ）
ʪજ෬15ؒظʙ60ʫ
ൃ、᷺ଵے、ײ௧、ෲ௧、
ൽのঢ়。ۙ年、ΠΪϦε・
ドΠπͱಉ༷に、本でもऀױ
の૿加がஶ͍͠。
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❸生食ϖοτϑーυのੑݥة
　ジビエが༗すΔපݪମੜ৯によΔײછは、ジビエΛ৯たペット͚ͩでͳ
͘、͔ͦ͜ΒさΒにՈఉײછががΔڪれも͋り·す。
　ւ֎（ओにԤถ）ではペットにڇܲのੜ৯飼料（3BX .FBU-CBTFE
%JFUT：3.#%）Λ༩͑Δ飼͍ओが૿͓͑ͯり、本でもഅのՈ畜のੜ৯
フードΛωットγϣッϓで͚͔ݟΔよ͏にͳり·͠た。
　͜͜でಛにҙ͠た͍事は、ੜ༝དྷのපݪମΛઁऔ͠たペットが৯தಟΛ
Ҿ͖͜ىすϦεΫに加͑ͯ、ੜڅ㕒されたペットがഉᔔすΔฅศにؚ·れΔ
පݪମがペットのՈఉでײછΛҾ͖͜ىすੑݥةが͍ߴͱ͍͏事です。
　Լهにւ֎でのੜ飼料によΔײછの事ྫΛ͍ͯ͠ࡌܝ·す。͜の表͔Β
͔Δよ͏に、ײછの被害ऀはখࣇ（ೕ༮ࣇ）ͱͳ͍ͬͯ·す。ۙ年、ଟ͘
のݘೣが室で飼ΘれΔよ͏にͳͬた͜ͱ͔Β、ڙࢠがݘೣのエαΛؒ
ҧͬͯޱにすΔ、ੜ加ෆのペットフード、ͦれΛ৯たೣݘのฅ͔
Βの家庭内感染が発生するリスクに対して注意がඞཁです。

� � � � � �
（表）ಈ物༻生肉飼料（3.#%）͕ ࣄછײҼでൃ生͠たཿಈ物・ώτのݪ （ྫ日本・海外）

ൃ生ࠃ ಈç物 ಄ ਪఆݪҼ 病ݪମ 　ঢ় 文ݙ
ΠλϦア ωί 2 ྫྷౚܲ αルϞωϥ 消Խثঢ় 1

ΠΪϦε
ωί

47
γΧੜ

ە֩݁ܕڇ

ժजੑපม、Ϧϯύઅ、
ഏ࣬ױ、消Խױ࣬ث 2

83
ঢ়ͳ͠
ΠϯλーフΣϩϯЍ์ग़ଌ
ఆ（*(3"）のཅੑԠ

飼͍ओ
獣ҩࢣ

4
1

છωίͱのײ
৮ જ֩݁ੑࡏ

アϝϦΧ ώト 2
ϔϥジΧੜଁ
ث �څ㕒ˠ
Πψのฅศத
ཛ

エΩϊίッΫε
（୯แ）
（ϔϥジΧˠΠψˠώト）

೯๔ੑエΩϊίッΫε 3

アϝϦΧ ώト
（খࣇ） 2

ࣣ໘鳥ੜͻ͖
ΛΠψに༩
͑たޙにൃප

αルϞωϥ
（Πψˠώト） Լཀྵ、ෲ௧、ൃ 4

アϝϦΧ
ώト
48ˋが
ҎԼࡀ̎

79 ドϥΠペット
フード

4BMNPOFMMB
4DIXBS[FOHSVOE

ೕࣇのྫはΩッνϯで㕒
Λ༩͑Δ͜ͱͱ༗ҙに関࿈ 5

Χφμ ώト 5 のペッڇ૩ס
ト用͓ͭ

4BMNPOFMMB &OUFSJDB
/FXQPSU

݂ੑԼཀྵͱൃ（ೕࣇͱ༮
水༹ੑԼཀྵ（）、（ࣇ 6

本 ྌݘ 2 Πϊγγ ΦーエεΩーප
Πルε

ӡ動ࣦ調、ॏのᙱΈ、ൃ
ප̐ޙにࢮ 7ɼ8

˔1）(JBDPNFUUJ FU BM� 5SBOTCPVOE &NFSH %JT� 2021 +VM�68	4
�2308-2320� ˔2）0�)BMMPSBO FU BM� #.$ 7FU 3FT� 2017 +VM 24�13	1
�224˔3）/) %))4
)&"-5) "-&35 /)-)"/ 202212141 &DIJOPDPDDVT HSBOVMPTVT /) 2022˔4）/FXT 3FMFBTF� 4BMNPOFMMB DBTFT MJOLFE UP SBX NFBU EPH GPPE
.JOOFTPUB %FQBSUNFOU PG )FBMUI TFOU UIJT CVMMFUJO BU 02�09�2018 01�05 1. $45˔5）#FISBWFTI FU BM� 1FEJBUSJDT� 2010 4FQ�126	3
�477-83� ˔6）
1JUPVU FU BM� + $MJO .JDSPCJPM� 2003 0DU�41	10
�4578-82˔7）,BOFLP $ ,BOFLP : 4VEBSZBUNB 1& .FLBUB ) ,JSJOP : :BNBHVDIJ 3 0LBCBZBTIJ 5
1TFVEPSBCJFT WJSVT JOGFDUJPO JO IVOUJOH EPHT JO 0JUB +BQBO� 3FQPSU GSPN B QSFGFDUVSF GSFF GSPN "VKFT[LZ�T EJTFBTF JO EPNFTUJD QJHT + 7FU .FE
4DJ 83 680-684 	2021
 ˔8）.JOBNJHVDIJ , ,PKJNB 4 4BLVNPUP , ,JSJTBXB 3 � *TPMBUJPO BOE NPMFDVMBS DIBSBDUFSJ[BUJPO PG B WBSJBOU PG $IJOFTF
H$-HFOPUZQF ** QTFVEPSBCJFT WJSVT GSPN B IVOUJOH EPH JOGFDUFE CZ CJUJOH B XJME CPBS JO +BQBO BOE JUT QBUIPHFOJDJUZ JO B NPVTF NPEFM 7JSVT
(FOFT 55 322-331 	2019




食肉及びペットフード原料をつくるジビエ処理施設の経営を安定
させるために、収入の向上と支出の削減に関するヒントを提案し
ます。

４第 章

持続可能なジビエ処理施設の
運営に関する提案



��

　ୈ̍ষでࣔ͠たͱ͓り、ジビエॲ理ࢪઃがܦӦΛ安ఆさͤΔたΊには、事લ
にऩೖの上ͱ支ग़のݮに関すΔݕ౼Λे͜͏ߦͱがඞཁにͳり·す。Π
ϊγγγΧͱ͍͏Ҭにݶり͋ΔݯࢿのՁΛे活用͠、ഇغίεトͳͲ
支ग़ΛݮΒすΛݕ౼͓ͯ͘͠ඞཁが͋り·す。͜͜では、より利ӹΛಘΔ
たΊの事߲Λݕ౼͠ఏҊ͠·す。

ʪジビエॲཧࢪઃの՝ྫʫ
⾣ �ൢ ച୯Ձが͍、͘ߴചれͳ͍。
⾣ �ղମさがଟ͘、ॲ理費がෛ୲で͋Δ。
⾣ �͍ ͭΠϊγγγΧがൖೖされͯ͘Δ͔͔Β
ͳ͍のでਓһஔが͍͠。

࣭࿑ྗʹΑͬͯՁ֨ʹࠩΛ͚ͭΔ

　ΠϊγγγΧのղମॲ理作業はް࿑省ΨΠドϥΠϯによͬͯӴੜతͳखॱ
はࣔされ͍ͯΔものの、ੜのΠϊγγγΧΛࢁでั֫͠、ࢪઃൖೖ、ॲ
理͍ͯ͘͠ͱ͍͏作業に͔͚ΔखؒՋは、ジビエࢪઃのํ͑ߟによͬͯࠩが͋
り·す。ྫ͑、Լهのよ͏ͳҧ͍が͋り·す。

⾣ �̍ ಄ั֫すΔຖに͔ࢁΒࢪઃൖೖ。す͙にղମ作業にೖΔ。
⾣ �ั ֫ऀが̎ؒ࣌Ҏにࢪઃにൖೖ͠、ࢪઃに౸ண͠たॱ൪でղମ。
⾣ 。ൖೖՄؒ࣌ઃにઃஔ͠たྫྷౚ庫に24ࢪ�

　͜れΒは一ྫですが、ඞཁͳਓһ࿑ྗにࠩがग़
͖ͯ·す。ͦの「ͩ͜Θり」にԠ͡たՁ֨でൢചで
͖Δ͜ͱが理です。
　ಉ͡ࢪઃのதでも、「食肉とペットフード原料」、
「こだわりの肉と、低コストな肉」の྆ํΛൢചす
Δ͜ͱも合理తで͋Δͱ͑ߟΒれ·す。

１

ୈ̐ষ࣋ଓՄͳδϏΤॲཧࢪઃͷӡӦʹؔ͢ΔఏҊ
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৯肉ࢪઃͰൃੜ͢Δ෭࢈ͷ׆༻

　Ҏ֎のଁ、ൽ、ࠎ、֯ͳͲは、ഇغ物ͱͳΔ合はॲ理費用が͔͔りジ
ビエॲ理ࢪઃにͱͬͯマΠφεにͳり·すが、ͦれΒΛඞཁͱすΔ૬खが͍れ
、金ֹのେখ・༗ঈແঈは͋Δものの、ࢪઃにͱͬͯプラスになる可能性が
͋り·す。ྫ͑、ジビエϨβーのऔはۙ年活ൃにͳ͖͓ͬͯͯり、Ԙ௮͚
ྫྷౚ͠たݪൽΛങऔすΔ事ྫもݟΒれ·す。

ᕓॲཧͷޮԽ

　ジビエॲ理ࢪઃのᕓは基本తに「産業ഇغ物」ͱͯ͠事業ऀのでॲ理
すΔඞཁが͋り·すが、産ഇ費用はࢪઃにͱͬͯେ͖ͳෛ୲ͱͳり·す。
　ͦ͜で、࣏ࣗମのমࢪ٫ઃに͓͍ͯ「͋Θͤ産ഇ」ͱͯ͠डೖれがՄで͋
れ、ॲ理ίεトݮにͭͳがり·す。ジビエॲ理ࢪઃがҬでଓ͚ΒれΔ͜
ͱで、獣害対策（ั֫ݸମのॲ理）にܨがΔ、ҬにもϝϦットが͋り·す。
　·た、ੜ物ॲ理によΔ৯加ᕓのݮ༰Խも、ॲ理ίεトのݮにͳり·
す。Ҭのঢ়گΛ総合తにஅ͠、ద͠たॲ理ํ๏ΛબఆすΔ͜ͱがॏཁです。
のదਖ਼ॲ理に関すΔΨΠドϒッޙ所「༗害鳥獣のั֫ڀݚ環境ཱࠃ、はࡉৄ　
Ϋ」Λࢀরͯͩ͘͠さ͍。

２

ੜ्ͷ෦Ґʢྫɿʮϩ
Ϋϕϯʯγカͷӄܪɾᛅ
ؙʣにΑͬͯは、ʮҩༀ
、ҩྍثػͷ࣭、
༗ޮੑٴͼ҆શੑͷ֬
อにؔ͢Δ๏ʢ௨
শ、ༀࣄ๏、ༀػ๏ʣʯにن
ఆ͢Δҩༀに֘͢
ΔՄੑ͕͋Γ·͢ͷ
で、ҙͯ͠ください。

ࠎ˙
・ϖοτϑーυ
・スーϓ༻（ϥーϝン）

˙ଁ
・ϖοτϑーυ

˙֯
・ϖοτ༻おͪΌ
・Ϋϥϑτࡐ料

˙ൽ
・ジビエϨβー　・ϖοτϑーυ

３

（Αり「のదਖ਼ॲཧにؔ͢るΨイυϒοΫޙௗ्のั֫༗」ॴڀݚڥཱࠃ）
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δϏΤॲཧࢪઃ͕ࣗΒϖοτϑʔυՃ͢Δ

　ୈ３ষではジビエॲ理ࢪઃがジビエペットフードのݪ料Λ、ൢചすΔ͜
ͱΛத৺にड़·͠たが、ジビエॲ理ࢪઃがࣗΒペットフード加すΔ͜ͱ
で、ԼهのϝϦットがಘΒれΔͱ͑ߟΒれ·す。

ʪϖοτϑーυՃにऔΉϝϦοτ（ྫ）ʫ
⾣ �ࣗ 社でੜ産、加、ൢച·での̒࣍産業ԽにऔΉ͜ͱで、付加価値を向
上さͤ、ジビエॲ理ࢪઃのऩೖ上にܨがΔ。

⾣ �ൖೖの༧ଌが͘͠作業にϜϥがग़す͍ジビエॲ理ࢪઃに͓͍ͯ、ペッ
トフードの加作業ΛऔりೖれΔ͜ͱで、作業量を平準化で͖Δ。

⾣ �ジビエΛৗԹอଘで͖Δペットフード加ͯ͠͠·͏͜ͱで、ྫྷౚอଘ
。がΔܨΒす͜ͱがで͖、電気代の削減にݮ庫ྔΛࡏ͓ͯ͘͠

⹅δϟʔΩʔ

⹅Ϩτϧτ

４

ͦのものΛ加ס૩さͤΔ
γϯϓルͳ加ํ๏。

ࣗ社よりも֎෦ҕୗすΔ
ύλーϯがଟ͍。
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⹅δビΤʮΩϟοτϑʔυʯͷఏҊ
　ೣの飼ҭ಄がݘΛ上ճͬた͜ͱがニューεにͳり·͠た。ジビエペット
フードͱ͍͏ͱドッάフードのΠϝージが͍ڧですが、Ωϟットフードにも͓
すすΊです。ݘはਓͱのڞಉੜ活のதでࡶ৯ੑが進Έ·͠たが、ೣは৯ੑΛ
อͪଓ͚たたΊ、ਓݘにൺͯたΜͺ࣭͘Λよりଟ͘ඞཁͱ͠·す。ߴたΜ
ͺ࣭͘ࢷͳジビエがద͍ͯ͠Δͱ͍͑·す。
　一ํ、ೣはڙࢠの͔ࠒΒ৯׳れ͍ͯΔものにͩ͜ΘΔ͜ͱがଟ͍たΊ、ॊ
Β͔͘৯す͍ೣࢠ用のジビエペットフードΛ作Δͱྑ͍で͠ΐ͏。

1000kcal の食ࣄにؚ·Εる
たんぱく質のਪྔのൺֱ

（ਓ）日本ਓの食ઁࣄऔج準（2015年版、ް 生࿑ಇ省）
30ʙ49ࡀɻ

ձ（""'$0）ڠࠪݕ飼料ࠃถ（ೣ・ݘ）
0⒏  cJal 1VClJcaUJPO 2016
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ジビエϖοτϑーυ（γカ肉Ϩτルτ）を食るೣ
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動物園動物への屠体給餌は「生肉」ではありません！

　ニューεͳͲで話の「ϫΠルドϛートζー（ҎԼ、8.;）」によΔṊମڅ㕒の
औは、動物ԂのアニマルΣルフΣア（動物ࢱ：৺の݈߁）の上Λతͱ
ͯ͠2017年に࢝動͠·͠た。動物Ԃでは୯調ͳʑがଓ͖、ੜ本དྷのߦ動ཉٻ
がຬたͤͳ͍͜ͱがݪҼͱͳり、動物がಉ͡ߦ動ΛԆʑ܁りฦすのҟৗͳߦ動
（ৗಉߦ動）Λͯ͠͠·͏͜ͱが課ͱͳ͍ͬͯ·す。ۙ年֤で動物ࢱの上
に͚たऔが૿͓͑ͯり、「ߦ動లࣔ」により飼ҭ環境ΛෳࡶにすΔѴࢁ動物
Ԃも༗໊ですが、8.;はੜ動物が活動ؒ࣌のଟ͘Λ費す「৯Δ」ͱ͍͏
෦にண͠たऔΛ͍ͯͬߦ·す。

　動物Ԃでは、ϥΠΦϯͳͲの৯獣はීஈ、一ޱେにΧットされたยΛ༩͑
Βれで৯ͯ͠͠·͍·す。Ṋମڅ㕒の合は、㕒Λ୳͠ࡧ、ໟൽΛᷦΈऔ
りΛ৯͍ͪ͗Δ、࣌にࠎΛも͍ͯࡅ৯Δͱ͍͏ܹにΉ、本དྷのઁ৯ߦ動
がࣗવにൃٳ、͠ݱΈٳΈֻ͚ͯؒ࣌৯Δ༷ࢠがݟΒれ·す。ͦれにより、
ৗಉߦ動がͳ͘ͳΔͳͲ動物ߦ動ֶత͔ڀݚΒもͦのޮՌがධՁされ͍ͯ·す。

　Ṋମڅ㕒は、ੜ͖物のたΊのऔです。࣭のѱ͍֫物のॲઌでは͋り·ͤΜ。
　8.;では、衛生的に処理、冷凍し、低温加熱殺菌した屠体Λ利用͍ͯ͠·す。

ίϥϜ

生き生き͠たߦಈ
をࣔ͠、食ؒ࣌ࣄ
ͱٳଉ͕ؒ࣌大෯
に৳ͼるɻ
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　৯、ペットフードに加͑、ߋにଟ用్ԽΛͯ͠ࢦԽॲ理によΔࠎค
ଯංԽに͍ͭͯݕ౼すΔジビエॲ理ࢪઃがଟ͋͘り·す。農林水産省よ
りԼه༰に͍ͭͯपされ͍ͯ·す。

˞・ൢചに͋たͬͯは、関๏ྩの९कがඞཁͱͳり·すので、ৄ͘͠は
農林水産省)1Λ͝ࢀরͩ͘さ͍。

⹅ �ྛਫ࢈ল)1
ʮγΧ・Πϊγγͷࣂྉ・ϖοτϑʔυ・ංྉͷར༻をݕ౼͞ΕるΈ
ͳ͞·ʢྩ݄̏̕ʣʯʢҰ෦ൈਮʣɻ

γΧは、ペットフードの利用が、Πϊγγは、ペットフード、飼料、ං料
の利用がͦれͧれՄです。

たͩ͠、ڇのϓϦΦϯප（#4&）のൃੜΛ防止すΔたΊ、ҎԼのͱ͓り用్がݶఆ
されΔͱͱもに管理˞Λ͜͏ߦͱがٻΊΒれ·す。
˞ϓϦΦϯපがൃੜ͠た動物のࠎคがڇ用飼料ࠞೖすΔ͜ͱΛ防止すΔたΊの管理ાஔです。

γカやイノγγのジϟーΩー、ࠎのお͠ΌͿり、;りか͚※̍、ϖοτϑー
υ༻ͱ͠てར༻Մで͢ɻ（※̍肉、ଁやࠎなどのՃ品）

イノγγの肉ࠎค、ϖοτϑーυ、飼料やං料ͱ͠てར༻Մで͢ɻ
×γカの肉ࠎค、ϖοτϑーυ、飼料やං料ͱ͠てར༻でき·ͤんɻ

ʪγカやイノγγをݪ料ͱ͢る肉ࠎคの༻్ผの੍نʫ
ʓ：利用Մ　ʷ：利用ې止

ࠎคの༝དྷ
飼　料

（Լஈはڅ༩対） ペット
フード ං　料

ڇ ಲ・ܲ ڕ
γΧ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ
Πϊγγ ʷ ʓ ʓ ʓ ʓ

シカ肉骨粉は、ペットフード、飼料、肥料のいずれの用途にも製造できません。

ංྉࠎคͷʹؔ͢るҙ
参  考
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　લページの༰Λͱり·ͱΊΔͱ、利用のՄ൱はԼهの௨りͱͳり·す。
分　ྨ 種　ྨ 料　ݪ ํ๏、༻్ ར༻のՄ൱

ペットフード ジϟーΩー 
ଁ

ΠϊγγγΧのଁΛ加
、ס૩さͤたもの。

Πϊγγ˓
γΧ˓

ࠎ
（͓͠ΌͿり）

ࠎ ΠϊγγγΧのࠎΛ加、ס૩
さͤたもの。

Πϊγγ˓
γΧ˓

;り͔͚ 、
ͳͲࠎ

γΧΠϊγγの、ࠎͳͲΛס
૩・ค͠ࡅたคঢ়のもので͋り、
ペットフードͱͯ͠活用Մです。
ただし、肉骨粉と同様に粉状であ
ることから、肉等の原料の受入か
ら製品のパッケージ化まで、同一
施設で製造する必要があります。

Πϊγγ˓
γΧ˓

ペットフード
飼料、ං料
のݪ料

ࠎค

˞ࠎคのࣸ
ਅはγΧΠ
ϊγγ༝དྷの
ものでは͋り
·ͤΜ。
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ࢷ
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༉、͠ࡡ加・ѹ、ޙࡅ料Λคݪ
૩・คסさΛのޙΛநग़͠たࢷ
。たものです͠ࡅ
Πϊγγࠎคは、֬ೝखଓΛߦ
͑、ペットフード、飼料ං料
用ݪ料ͱͯ͠Մです。

Πϊγγ˓
シカ×

（ࣸਅは「γΧ・Πϊγγの飼料・ペットフード・ං料の利用Λݕ౼されΔΈͳさ·」より）

⾣ �γΧの「ࠎค」はͲΜͳ用్で͋ͬͯもͯ͠は͍͚·ͤΜ。
⾣ �γΧの「;り͔͚」はペットフードで͋り、、ൢ ചがՄです。（たͩ͠、
ಉ͡ࢪઃで෧ೖ·で͜͏ߦͱがඞཁ）

⾣ �Πϊγγの飼料用ࠎคΛすΔに͋たͬͯは、「ั֫લにࢮ͍ͯ͠Δ
のҟৗͳݸମΛΘͳ͍」、「ॐΛ࣮֬にআڈすΔ」、「γΧのଞの
ੜ鳥獣のॲ理ఔͱ全にされたఔでॲ理されたさΛ用͍Δ」
の݅Λຬたすඞཁが͋り·す。

⾣ �ං料に͍ͭͯは、ΠϊγγΛআ͖、γΧ（ニϗϯジΧのଞにΩϣϯの֎དྷछ
ΛؚΉ）Ϋマのੜ動物の利用はೝΊΒれ͓ͯり·ͤΜ。

⾣ �飼料ං料の・ൢചに関ͯ͠は、「飼料安全๏」、「ං料の࣭の֬อ
に関すΔ๏」の९कがඞཁͱͳり·す。



��

๏ྩʣྉʢؔࢿߟࢀ
⹅δビΤʹؔ͢るใ
・農林水産省)1「ジビエ利用֦େίーφー」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�OPVsJO�gJCJFS�
・᷂一成　ジビエ利活用ใ関࿈ใ
（マニュアルݚम会のใΛࡌܝ）
　　IUUQs���XXX.JssFJ�FcP.cPm�KJCJF�

⹅ϖοτϑʔυؔ
・農林水産省)1「ジビエ利用֦େίーφー・ペットフードの利用に͍ͭͯ」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�OPVsJO�gJCJFS�QFUGPPE.IUml
・農林水産省)1「ペットフードの安全関（ペットフード安全๏�事業ऀのΈͳさ·͚ページ）」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�sZPVaO�UJkVsVJ�QFUGPPE�
・環境省)1「愛がΜ動物用飼料の安全ੑの֬อに関すΔ๏（ペットフード安全๏）」
　　IUUQs���XXX.FOv.gP.KQ�OaUVSF�EPCVUsV�aJgP�QFUGPPE�
・（一社）ペットフード協会)1
　　IUUQs���QFUGPPE.PS.KQ�
・ペットフードެਖ਼औҾ協議会)1「ペットフードに͓͚Δ薬事表ݱに関すΔΨΠドϥΠϯ」
　　IUUQs���Q⒎ Ua.PSg�IZPVKJ�gVJEFlJOFs.IUml

⹅食ؔ
・ްੜ࿑ಇ省)1「ジビエ（ੜ鳥獣の）のӴੜ管理」
˞ΨΠドϥΠϯӴੜ管理に関すΔࢿ料がࡌܝされ͍ͯΔ。
　　�IUUQs���XXX.mIlX.gP.KQ�sUG�sFJsakVOJUsVJUF�CVOZa�kFOkPV@JSZPV�sIPkVIJO�

sZPkVcIV�01@00021.IUml

⹅ग़ՙ੍ݶʹؔ͢るใ
・�農林水産省)1「ࡂྗࢠݪ害対策ಛผાஔ๏に基ͮ͘ੜ鳥獣のग़ՙ੍ݶのঢ়گ
に͍ͭͯ」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�OPVsJO�gJCJFS�aUUacI�QEG�JOEFY�82.QEG
・農林水産省)1「ಲ（$4'）に͍ͭͯ」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�OPVsJO�gJCJFS�UPOkP.IUml

⹅ͦͷଞ
・�農林水産省)1「γΧ・Πϊγγの飼料・ペットフード・ං料の利用Λݕ౼されΔ
Έͳさ·」
　　IUUQs���XXX.ma⒎ .gP.KQ�K�OPVsJO�gJCJFS�aUUacI�QEG�QFUGPPE�22.QEG
「のదਖ਼ॲ理に関すΔΨΠドϒッΫޙ༗害鳥獣のั֫」所ڀݚ環境ཱࠃ・
　　IUUQs���XXX�cZclF.OJFs.gP.KQ�KQ�SFQPSU�cIPKV.IUml
・จ෦Պֶ省)1「本৯ඪ४成表2020年版（ീ訂）৯成σーλϕーε」
　　IUUQs���GPPEEC.mFYU.gP.KQ�

˞63-は、2024年３月࣌のものです。



��

⹅Ѫ؝動物༻ࣂྉݪྉར༻ଅਐۀࣄɹݕ౼ձߏһʢेޒԻॱʣ
༗ࡾܓ　ݪ ཬେֶ 獣ҩֶ෦ ৯機安全ֶڀݚ室　ڭत
ੴ㟒　ӳ࣏ 株式会社　ΫΠージ　代表औక
֞　ن 株式会社　アートΩューϒ　代表औక
Լ　一成 株式会社　一成　代表औక
∁Ҫ　৳ೋ ཬେֶ　獣ҩֶ෦ 獣ҩӴੜֶڀݚ室　໊༪ڭत
村　ਓ 株式会社　ࢳౡジビエڀݚ所　代表औక
୩川 一ൠ社ஂ๏ਓ　兵庫県獣ҩࢣ会　会
ฏ田　࣎थ （ߏ機ݚ農）ߏ機ڀݚ農業・৯産業ٕज़総合（ݚࠃ）

畜産ڀݚ෦　動物ߦ動管理ྖڀݚҬ　動物ߦ動管理άルーϓ
上ڀݚڃһ

⹅δビΤϖοτϑʔυར༻ਪਐٞڠձ
株式会社　アートΩューϒ

IUUQs���XXX.sIJkaOJkV�kakJVcIJ.cPm�
株式会社　一成

IUUQs���XXX.JssFJ�FcP.cPm�KJCJF�
株式会社　ΫΠージ

IUUQs���cVJJKJ.KQ�

⹅ฤू
ഭ田　՚ֆ（株式会社　一成　اը調室）

ྗڠ⹅
Πϥεト：༗田よ͏͜
σβΠϯ・ҹ：交༑ҹ株式会社

。す·͍ئは͝ԕྀࡌ事、Πϥεト、ࣸਅのແஅసهࡌܝ˞
˞本マニュアルの࣭͓合ͤは、᷂一成·で͓͍͠ئ·す。





҆৺ɾ҆શͳδϏΤϖοτϑʔυͷͨΊʹ
ʙδビΤϖοτϑʔυݪྉʹؔ͢るϚχϡΞϧʙ

2023年３月初版
2024年３月改訂

˙ ऀߦൃ
　ジビエペットフード利用推進協議会
　　（代表機関：株式会社　一成）
　　住所：675-1217　兵庫県加古川市上荘町薬栗27-1
　　電話：079-428-0682

˙ 　म
　農林水産省　農村振興局　鳥獣対策・農村環境課　鳥獣対策室　鳥獣利活用調査班
　農林水産省　消費・安全局　畜水産安全管理課　愛玩動物用飼料対策班
　　住所：100-8950　東京都千代田区霞が関1-2-1
　　電話：03-3502-8111（代表）

本マニュアルは、農林水産省「鳥獣被害防止総合対策交付金（鳥獣被害対策基盤支援事業）」
により作成されたものです。




